
広報
時をかける名車たち高畠に集結

【高畠町ホームページ】  http://www.town.takahata.yamagata.jp

2010《主な内容》
◎町合同式典が開催されました
◎除雪にご協力ください
◎中学校統合の取り組みについて
◎冬期間の水道検診について

　「クラシックカーレビュー IN 高畠 2010」が10月17日㈰、
昭和縁結び通り・まほろば通り・庁舎通り各商店街を会場
に開催され、町内外からの多くのファンで賑わいました。
　今回で７回目を迎えたこの催しには、1985年までに
生産された時代に名を残す名車たちが全国から集結し、
過去最高となる205台がその姿を披露、ファンを魅了し
ました。
　当日は「2010商工会フェスタ」において、「たかはた産
つや姫」をはじめ町特産品の販売も行われ、続々と来場
者が訪れました。

人　

口

計 25,636人
男 12,427人
女 13,209人

世帯数 7,497世帯

（11月１日現在）
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一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
団
体

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

優
秀
実
践
者

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い

て
、
平
成
22
年
度
高
畠
町
功
労
者
表
彰
式
と
第
30
回
高
畠
町
町

民
憲
章
推
進
記
念
大
会
、
高
畠
町
・
立
教
大
学
交
流
10
周
年
記

念
式
典
が
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
、
地
方
自
治
、

産
業
・
経
済
振
興
等
の
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

照
井
悦
雄
氏

功

労

者

表

彰

功

労

者

表

彰

功

労

者

表

彰

　

平
成
６
年
10
月
１
日
に
、
識
見
監

査
委
員
と
し
て
就
任
さ
れ
、
平
成
22

年
９
月
30
日
ま
で
、
４
期
16
年
間
の

永
き
に
亘
り
代
表
監
査
委
員
を
務
め

ら
れ
、
こ
の
間
町
の
各
会
計
及
び
財

　

平
成
11
年
度
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
二
井
宿
小
学
校
田
・
畑
で
の

児
童
へ
の
栽
培
指
導
を
は
じ
め
、
収

穫
農
産
物
の
学
校
給
食
利
用
・
地
区

文
化
祭
へ
の
提
供
支
援
な
ど
学
校
と

深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
、
学
校
と
地

域
の
橋
渡
し
活
動
を
永
年
担
っ
て
き

て
い
る
。
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
里

山
め
ぐ
り
な
ど
学
校
へ
の
支
援
活
動

や
地
域
歴
史
の
指
導
に
も
取
り
組
ん

　

地
区
区
長
会
長
な
ど
を
歴
任
後
、

平
成
11
年
度
か
ら
平
成
13
年
度
ま
で

防
犯
協
会
二
井
宿
副
支
部
長
、
平
成

14
年
度
よ
り
８
年
間
同
支
部
長
を
努

　

町
民
憲
章
優
秀
実
践
個
人
・
団
体
お
よ
び
町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
（
応
募
総
数
１
、
４
８
３
点
）
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
各
４
部
門
の
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤
吉
雄
さ
ん

（
二
井
宿
地
区
）

佐
藤
三
男
さ
ん

（
二
井
宿
地
区
）

　

昭
和
49
年
度
よ
り
高
畠
町
体
育
指

導
委
員
と
し
て
36
年
間
活
動
さ
れ
、

地
区
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
健
康
体
力

づ
く
り
を
は
じ
め
町
づ
く
り
や
地
域

づ
く
り
に
お
い
て
も
指
導
的
な
立
場

で
永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
功
績
は
顕
著
で
あ
る
。
現
在
、

二
井
宿
愛
林
公
益
会
会
長
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
お
り
、
豊
か
で
住
み
よ

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
記
念
大
会

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
記
念
大
会 

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
記
念
大
会 

菅
野
正
章
さ
ん

（
二
井
宿
地
区
）

鈴
木
芳
栄
氏

　

昭
和
49
年
よ
り
統
計
調
査
に
従
事

さ
れ
、
以
後
通
算
37
年
間
の
永
き
に

亘
り
町
統
計
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ

れ
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
。

梅
津
伊
兵
衞
氏

　

酒
造
業
を
営
む
傍
ら
、
町
商
工
会

副
会
長
を
は
じ
め
町
観
光
協
会
初
代

会
長
、
町
経
営
者
協
会
長
、
町
物
産

協
議
会
長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
本

町
の
産
業
や
観
光
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
。

　

特
に
、『
ま
ほ
ろ
ば
の
里　

高
畠
』

を
広
く
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
、
本
人
個
人
が
率
先
し
て
『
ま
ほ

ろ
ば
の
里
』
の
商
標
権
を
取
得
、
町

内
の
食
品
製
造
業
者
へ
の
使
用
を
許

諾
し
、
『
ま
ほ
ろ
ば
の
里
』
の
ブ
ラ

ン
ド
形
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
個
人
が
所
有
す
る
『
ま

ほ
ろ
ば
の
里
』
の
商
標
権
を
、
本

町
の
産
業
振
興
の
た
め
に
町
へ
譲

渡
さ
れ
た
。

　

平
成
14
年
度
よ
り
４
期
８
年
間
に

わ
た
り
屋
代
地
区
公
民
館
長
と
し
て

地
域
内
外
の
団
体
組
織
と
の
調
整
・

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
公
民
館
を
軸

と
し
た
主
体
的
な
地
域
力
を
育
む
事

業
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

指
導
的
な
立
場
で
地
区
事
業
の
円
滑

な
実
施
運
営
に
あ
た
ら
れ
る
な
ど
地

域
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
さ
れ

た
。
ま
た
、
地
区
内
外
の
史
跡
・
歴

史
の
文
献
収
集
に
も
携
わ
り
、
地
域

資
源
の
掘
り
起
こ
し
・
利
活
用
に
よ

る
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
「
屋
代
八
景
と
歴
史
マ
ッ

プ
」
「
竹
森
山
散
策
ガ
イ
ド
」
な
ど

の
完
成
に
あ
た
り
尽
力
さ
れ
た
。
豊

濱
田
幸
助
さ
ん

（
屋
代
地
区
）

　

平
成
９
年
度
よ
り
「
和
田
地
区

婦
人
会
副
会
長
」
、平
成
12
年
度
に

「
同
婦
人
連
絡
協
議
会
」
と
改
名
し

た
が
、
平
成
10
年
度
か
ら
現
在
に
至

る
永
き
に
わ
た
り
会
長
を
努
め
ら

れ
、
地
区
の
婦
人
活
動
の
中
心
的
存

在
と
し
て
、
地
域
と
密
着
し
た
身
近

な
視
点
か
ら
の
豊
か
な
地
域
づ
く

り
・
生
活
づ
く
り
に
献
身
的
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
13
年
度

よ
り
高
畠
町
行
政
相
談
委
員
と
し
て

も
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
お
り
、
地
域

及
び
町
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
て
い
る
功
績
は
顕
著
で
、
今
後

の
活
動
に
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

石
田
唱
子
さ
ん

（
和
田
地
区
）

で
お
り
、
児
童
か
ら
「
畑
の
先
生
」

と
し
て
も
親
し
ま
れ
る
な
ど
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
幅

広
い
豊
か
な
学
校
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
支
援
活
動
は
、
地
域
の
教
育
力

を
育
む
活
動
と
し
て
今
後
も
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

め
ら
れ
た
ほ
か
、
平
成
16
年
度
に
二

井
宿
小
学
校
児
童
見
守
り
隊
を
発
足

さ
せ
る
な
ど
、
安
全
安
心
な
地
区
づ

く
り
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。
ま

た
、
平
成
11
年
度
よ
り
11
年
間
に
わ

た
り
屋
代
川
河
川
愛
護
会
役
員
と
し

て
活
動
さ
れ
地
域
の
環
境
美
化
に
も

尽
力
さ
れ
た
。
現
在
、
筋
部
落
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
を
担
い
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
づ
く
り
活
動
を
献
身
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

育
成
会
Ｏ
Ｂ
会　

代
表　

森
谷　

豊
さ
ん

（
高
畠
地
区
）

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

　

昭
和
54
年
に
発
足
以
来
、
永
年
に

わ
た
り
食
生
活
改
善
活
動
を
と
お

し
、
地
区
住
民
の
健
康
保
持
及
び
増

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習

館
を
軸
に
し
た
地
区
事
業
へ
の
積
極

的
な
支
援
・
参
加
な
ど
に
よ
り
地
区

づ
く
り
活
動
に
お
い
て
も
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
て
い
る
。

糠
野
目
地
区
食
生
活

改
善
推
進
員
会

代
表　

小
浅　

敏
子
さ
ん

（
糠
野
目
地
区
）

高
畠
二
中

お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

代
表　

岡
崎　

郁
子
さ
ん

（
屋
代
地
区
）

　

平
成
元
年
に
「
二
中
マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
」
と
し
て
発
足
以
降
、

二
中
祭
や
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
町
内
の
各

種
音
楽
祭
等
に
も
参
加
す
る
な
ど
、

地
域
力
を
担
い
つ
つ
学
校
教
育
及

び
地
区
づ
く
り
事
業
へ
の
支
援
を

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。

政
援
助
団
体
等
の
監
査
職
務
に
尽
力

さ
れ
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
。

　

教
育
キ
ャ
ン
プ
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
平
成
12
年
に
「
育
支
」
を

設
立
。
平
成
20
年
に
改
名
し
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。
青
少
年
健
全
育
成

の
活
動
を
中
心
に
し
な
が
ら
地
区
公

民
館
を
軸
と
し
た
豊
か
な
地
域
づ
く

り
活
動
へ
の
積
極
的
な
支
援
・
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
い
る
。

い
地
域
づ
く
り
の
推
進
役
と
し
て
永

年
の
経
験
を
い
か
し
た
指
導
的
立
場

で
の
幅
広
い
活
動
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

か
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

役
と
し
て
、
永
年
の
経
験
を
生
か
し

た
幅
広
い
活
動
に
今
後
も
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

▼
優
秀
／
島
津
諒
（
二
井
宿
小
３
年
）・
齋

　

藤
陸
斗
（
屋
代
小
２
年
）

▼
佳
作
／
木
村
真
規
（
二
井
宿
小
３
年
）・

　

後
藤
杏
香
（
屋
代
小
１
年
）・
関
明
日
香

　
（
和
田
小
３
年
）・
我
妻
恵
多
（
糠
野
目
小

　

３
年
）・
小
笠
原
愛
海
（
同
３
年
）・
相
田

　

花
恋
（
同
３
年
）・
丸
山
す
ず
な
（
同
３
年
）

おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

高畠小学校６年

安達　理美

「
小
さ
な
親
切
」に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

高畠高校３年

町田　舞果

緑
道
と
共
に

高畠四中３年

川合　良典

あ
い
さ
つ
の
力

和田小学校２年

横山　駿茶郎

お
じ
い
ち
ゃ
ん
っ
て　

す
ご
い
な

▼
優
秀
／
早
川
舞
美
（
高
畠
小
６
年
）・
澁

　

江
和
（
同
６
年
）

▼
佳
作
／
阿
部
光
希
（
高
畠
小
６
年
）・
安

　

藤
史
織
（
二
井
宿
小
４
年
）・
木
村
柚
歩

　
（
屋
代
小
４
年
）・
大
浦
光
（
同
小
６
年
）

　

・
岡
崎
匠
（
同
小
６
年
）・
佐
藤
恵
（
亀

　

岡
小
４
年
）・
古
山
萌
子
（
同
４
年
）・
梅

　

影
ま
あ
や
（
糠
野
目
小
５
年
）・
佐
藤
杏

　

純
（
同
５
年
）・
中
根
あ
す
み
（
同
５
年
）

▼
優
秀
／
小
野
し
ず
か
（
一
中
１
年
）・
斎

　

藤
美
維
奈
（
二
中
３
年
）

▼
佳
作
／
深
瀬
麻
有
子
（
一
中
１
年
）・
齋

　

藤
聡
太（
同
３
年
）・
荒
井
聖
哉（
同
３
年
）・

　

武
田
琴
美（
二
中
２
年
）・
齋
藤
麻
衣
子（
同

　

２
年
）・
髙
橋
菜
々
（
三
中
３
年
）・
寛
野

　

葉
月
（
四
中
１
年
）・
佐
藤
謙
太
郎
（
同

　

３
年
）・
新
藤
駿
（
同
３
年
）・
竹
田
千
昌

　
（
同
３
年
）　

▼
優
秀
／
石
川
み
な
み
（
高
畠
高
校
１
年
）・

　

伊
藤
直
哉
（
同
３
年
）

▼
佳
作
／
近
歩
（
高
畠
高
校
１
年
）・
簗
川

　

美
紅
（
同
１
年
）・
上
浦
恵
（
同
１
年
）・

　

安
久
津
万
葉（
同
２
年
）・
佐
久
間
喜
蔵（
同

　

２
年
）・
辻
桜
子（
同
３
年
）・
松
原
未
奈（
同

　

３
年
）・
長
谷
川
朱
里
（
同
３
年
）・
米
川

　

理
恵
（
同
３
年
）・
本
田
健
太
朗
（
同
３
年
）

最
優
秀

《
中
学
校
の
部
》

《
高
校
の
部
》

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

最
優
秀

最
優
秀

最
優
秀

　

最
優
秀
作
文
に
つ
い
て
は
、
12
月
上
旬
に
作
品
集
と
し
て
作
成
し
、
各
地
区
公
民
館
お

よ
び
自
治
公
民
館
へ
配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
社
会
教
育
課
ま
で
。
☎
52
４
４
８
７

町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

高
畠
町
・
立
教
大
学

高
畠
町
・
立
教
大
学

交
流
交
流
1010
周
年
記
念
式
典

周
年
記
念
式
典

高
畠
町
・
立
教
大
学

交
流
10
周
年
記
念
式
典

　

高
畠
町
と
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
学
部

と
の
間
で
、
町
の
福
祉
・
健
康
・
子
育
て
・
教
育
・

産
業
・
文
化
の
振
興
と
活
性
化
、
お
よ
び
大
学
の

研
究
・
教
育
の
実
践
活
動
の
場
と
し
て
、
互
い
に

連
携
協
力
す
る
こ
と
で
協
定
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
10
周
年
を
記
念
し
て
大
学
教
授
や
大

学
院
生
、
星
寛
治
さ
ん
の
４
人
に
よ
る
リ
レ
ー
講

演
会
が
行
わ
れ
、
交
流
の
歴
史
や
今
後
の
町
と
立

教
大
学
相
互
の
発
展
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
優
秀
／
渡
部
忠
一
（
和
田
）

《
一
般
の
部
》

　長年にわたり農民詩
人として、農業者の視
点から数々の文学作品
を発表するとともに、
広く地域の文化芸術活
動の振興に尽力される
など山形県の文化向上
に大きく貢献されまし
た。

星　寛治さん
（川北上）

齊藤茂吉文化賞

亀岡地区公民館

　山形県農業の振興発
展に尽くした功績が謙
虚で、他の模範とされ
る農業者に贈られるも
ので、長年に渡るぶど
う栽培技術の向上や施
設化の推進に尽力さ
れ、地域農業のリー
ダーとしての活躍が認
められました。

　教員時代から教育長
退任までの多年にわ
たって教育の重要性と
その責任を深く認識
し、卓越した教育理念
のもと、教育の向上と
教育行政全般にわたる
功績が認められたもの
です。

鈴木征治さん
（津久茂）

秋の叙勲　瑞宝双光章

　昭和42年に消防本
部に勤務し、平成14
年に消防長就任、平成
16年３月に退職する
までの永きに渡り消防
吏員として危険性の高
い業務に従事した功績
が認められたもので
す。

猪野甚五兵衛さん
（馬頭東）

秋の叙勲　瑞宝双光章

平　勇さん
（亀岡二）

大高根農場記念山形県農業賞

　永年にわたる保護司
活動の功績が認めら
れ、山形県更生保護大
会の席上、伝達を受け
ました。現在、高畠町
保護司会の副会長を務
めており、今後の更な
るご活躍を期待しま
す。

本田初子さん
（西　館）

法 務 大臣表彰

第 63 回文部科学大臣
　優良公民館表彰
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

取
り
外
し
は
各
集
落
で

その３

その１その２

その４

その６ その５

その７

その８

各
集
落
で
除
雪
対
策
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
を
行
っ

て
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
路
な
ど
危
険
個
所

の
安
全
対
策
を

庭
木
は
路
上
に

は
み
出
さ
な
い
で

車
庫
・
玄
関
前
の

除
雪
は
各
自
で

用
水
路
・
道
路
側
溝
に

投
雪
し
な
い
で

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で

防
火
施
設

周
り
な
ど
の
除
雪

　

雪
囲
い
の

杭
や
庭
木
な

ど
の
路
上
は

み
出
し
は
、

除
雪
作
業
の

支
障
と
な
り
、

事
故
の
原
因

に
も
な
り
ま

す
。
各
家
庭

で
事
前
に
整

　

除
雪
後
の

雪
が
道
路
脇

に
押
さ
れ
家

の
前
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ

　

毎
年
、
床
下

浸
水
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま

す
。
用
水
路
、

道
路
側
溝
に
投

雪
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
雪
に

よ
る
浸
水
の
場

合
は
消
防
署
へ

連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

☎
52
１
５
０
５

  

集
落
内
の
貯
水

池
、
消
火
栓
・
ポ

ン
プ
庫
な
ど
の
防

火
施
設
の
周
り
や

ご
み
収
集
所
前
の

除
雪
は
、
各
集
落

で
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

路
上
駐
車
車
両
や
は
み
出
し
車
両

が
あ
り
除
雪
車
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
路
線
の
除
雪

を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

高
畠
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
宿
泊
駐
車
の
方

は
「
夜
間
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。〝
た
っ
た
１
台
〞
が
多
く
の

方
の
迷
惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先

　

町
建
設
課
道
路
河
川
係

☎
52
１
１
１
５

　

除
雪
路
線
が
増
加
す
る
一
方
で
、
雪
押
場
の

確
保
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
除
雪
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
除

排
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
安
全
な
雪
道
を
確

保
す
る
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
は

　

み
な
さ
ん
の
協
力
で

高畠地区 糠野目地区

　

子
ど
も
が
水
路
に
落
ち
な
い
よ
う

に
、
危
険
個
所
を
点
検
し
、
目
印
を

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

除雪についての要望・問題点は集落ごとにまとめて、区長さんが代表して
除雪ステーションにご連絡ください。
　　●期　　間／12月１日㈬～平成23年３月31日㈭
　　●場　　所／元米沢地方森林組合高畠支所敷地内
　　●連 絡 先／☎（52）５６０８ 　℻  （52）５６０９
　　●受付時間／午前８時30分～午後５時まで

　

町
で
は
、
車
道
用
除
雪
車
45
台
、

歩
道
用
除
雪
車
８
台
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
１
台
の
計
54
台
で
、
町
道
を

中
心
に
車
道
２
７
０
㎞
、
歩
道
約
28

㎞
に
わ
た
る
路
線
の
除
雪
に
対
応
し

ま
す
。

　

降
雪
の
際
は
、
交
通
量
の
多
い
順

に
幹
線
道
路
の
一
次
路
線
と
生
活
圏

道
路
の
二
次
、
三
次
路
線
に
分
け
て

除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
車
は
、
朝
３
時
か
ら
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い

時
は
交
通
路
を
確
保
す
る
必
要
か
ら

一
次
路
線
を
早
期
に
除
雪
し
ま
す
の

で
、
二
次
・
三
次
路
線
は
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
雪
押
場
が
な
い

と
、
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
除
雪
で

き
な
か
っ
た
り
、
能
率
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
集
落
内
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
適
当
な
空
き
地

な
ど
を
雪
押
場
に
利
用
さ
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

家
庭
用
除
雪

機
の
普
及
に
伴

い
、
除
雪
作
業

前
後
に
道
路
へ

雪
を
出
す
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

歩
行
者
や
通
行

車
両
が
迷
惑
す

る
だ
け
で
な
く
、

除
雪
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
ず
、
ま

た
、
除
雪
の
仕

　

雪
押
場
と
し
て
利
用
す
る
個
所
の

除
雪
で
邪
魔
に
な
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

問
題
点

苦　

情

要　

望

雪
捨
て
場
の

　
　

ご
案
内

【
利
用
時
間
／
８
時
〜
17
時
】

その９

高
畠
駅
の
駐
車
は

指
定
の
場
所
に

り
ま
す
が
、
各
自

で
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、

屋
根
か
ら
落
ち
た

雪
な
ど
各
家
庭
か

ら
出
た
雪
は
、
各

自
責
任
を
持
っ
て

処
理
し
て
く
だ
さ

い
。
排
雪
は
公
設

の
雪
捨
て
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

老
人
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
な
ど
、
除

雪
の
困
難
な
方
に

つ
い
て
は
、
地
区

で
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

流
・
融
雪
溝

使
用
個
所
で
は

蓋
を
必
ず
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雪
に
埋

も
れ
や
す
い
施

設
や
障
害
物
に

も
、
赤
布
を
付

け
た
竿
を
目
印

に
付
け
て
く
だ

上
が
り
も
デ
コ
ボ
コ
に
な
り
、
危
険

な
状
態
と
な
り
ま
す
。
消
雪
道
路
で

あ
っ
て
も
危
険
防
止
の
た
め
、
屋
敷

内
の
雪
は
路
上
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

HIRO

 

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

伊達家の墓

  

消
火
栓

消
火
栓

消
火
栓

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

最
上
川

最
上
川

最
上
川

は
、
各
集
落
で
取
り
外
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
新
規
の
宅
地
造
成
地
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
春
の
再
設
置
や
除
雪
に
よ

る
砂
利
な
ど
が
入
り
込
ん
だ
場
合
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
各
集
落
で
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

理
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
い
。
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期　日 開演 催し物 入場料 主催者／問合せ先

11月21日㈰ 11:30～ 町芸術文化祭　芸能フェスティバル 無料 町社会教育課/☎524472

11月27日㈯ 13:30～ シネマ歌舞伎「野田版鼠小僧」上映会 （前売）一般1,500円
高校生以下1,200円

東北映音㈱
/☎023（641）3821

11月28日㈰ 13:00～ 長谷川直美・花輪美智子ピアノ教室発表会 無料 長谷川直美/☎522478

12月４日㈯ 9:00～ たかはたこども園お遊戯会 無料 たかはたこども園
/☎522478

高畠町立図書館
☎（52）4493

こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

に行かなくちゃ！

開館時間／
火曜日から金曜日
　９時～19時
土・日曜日・祝日
　９時～17時

＜おはなし会＞
12月11日㈯
10時30分～
町立図書館にて

高畠町立図書館
◎12月の休館日

●は休館日

　今月の「企画展」
     『日本文化の“美”』

　11月３日は文化の日。美しい日本の伝統文
化を、改めて見直してみませんか。

図 書 館

★往復書簡
湊かなえ　幻冬舎

★通りゃんせ
宇江佐真理　角川書店

★マンチュリアン・リポート
浅田次郎　講談社

★座布団一枚！
桂歌丸　小学館

★陽だまりの時間
大平光代　中央公論新社

★ヒメ、農民になる
坂東眞理子 監修　農文協

　法人就職、独立就農、跡取り娘、
結婚による就農などのタイプ別に、
農業を仕事にした女性＝ヒメたちの
心意気や仕事内容、就農ノウハウを
紹介。先輩女性の生の声を伝えるコ
ラム、就農の疑問に答えるＱ＆Ａな
ども収録。高畠町の事例も紹介され
ています。

☆ねむいねむいねずみとどろぼうたち
佐々木マキ　ＰＨＰ研究所

☆おにいちゃんはアニマン
あきやまただし　学研教育出版

☆はれときどきあまのじゃく
矢玉四郎　岩崎書店

☆若おかみは小学生！⑭
令丈ヒロ子　講談社

☆小惑星探査機「はやぶさ」宇宙の旅
佐藤真澄　汐文社

☆大きな運転席図鑑
学研

　新幹線、電車、はしご車、ショベ
ルカー、路線バス、帆船、潜水調査
船など、10 種類の乗り物の運転席
を大きな写真で紹介。立ててみると、
気分はまさに運転手。どうやって運
転するかや、どんな人が運転してい
るかもわかります。

町立図書館
火

７
14
21
28

日

５
12
19
26

土
４
11
18
25

金
３
10
17
24
31

水
１ 
８
15
22
29

木
２
９
16
23
30

月

６
13
20
27

《高畠町文化ホール 11月～ 12月の催し物ご案内》《高畠町文化ホール 11月～ 12月の催し物ご案内》

問合せ先／高畠町文化ホール☎（52）４４８９

　山形県のアンテナショップ「おいしい山形プラザ」において、高畠町物産協議会を中心に物産品の販売と
高畠町の紹介を行います。東京近郊にお住まいのご家族やご友人にもぜひお声がけください。

・ 『 フフェアア しし す東東東京京・銀銀座座ででで『たたかかかははたたフフフフェアアアア』』ををを開開催催ししししままますすすす！！座座 開開催催東京・銀座で『たかはたフェア』を開催します！

　９月、11月に続き３回目となる今回は、ジャムやドレッシング、
おすすめ日本酒、季節の農産加工品などをご紹介します。
　◇開催期間／12月10日㈮～12日㈰
　◇場　　所／東京都中央区銀座一丁目５－10
　　　　　　　ギンザファーストファイブビル
　◇問合せ先／町商工観光課　☎52２０１９

障
害
者
の

障
害
者
の

　
　
　
　

自
立
に
向
け
て

自
立
に
向
け
て

シ
リ
ー
ズ
④

シ
リ
ー
ズ
④

〜
移
動
権
が
保
障
さ
れ
た

　
　

豊
か
な
地
域
生
活
の
た
め
に
〜

　

高
畠
町
自
立
支
援
協
議
会
の
移
動

支
援
部
会
で
は
、
在
宅
で
生
活
さ
れ

て
い
る
障
害
者
の
方
か
ら
、
外
出
す

る
時
に
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
あ
っ

た
ら
い
い
な
と
日
頃
感
じ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在

の
交
通
手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
、
デ
マ
ン

ド
に
対
し
て
、
時
間
や
曜
日
の
利
用

制
限
や
料
金
に
対
す
る
不
満
や
、
手

続
き
や
乗
降
に
対
す
る
不
安
な
ど
、

多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
部
会
で
は
、
実
際
に
デ
マ

ン
ド
や
路
線
バ
ス
を
利
用
し
た
街
歩

き
を
体
験
し
た
り
、
地
域
の
生
活
交

通
を
考
え
る
研
修
会
に
参
加
し
、
県

内
の
状
況
や
関
係
法
令
の
検
証
な
ど

も
行
い
な
が
ら
、
障
害
者
が
抱
え
る

課
題
を
解
消
し
、
希
望
し
て
い
る
こ

と
を
ひ
と
つ
で
も
実
現
す
る
た
め
に
、

今
あ
る
社
会
資
源
を
ど
う
活
か
し
て

い
く
か
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
ず
は
交
通
弱
者
の
足

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
デ
マ
ン
ド

に
つ
い
て
、
よ
り
利
便
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
、
デ
マ
ン
ド
を
利
用
し
た
余

暇
活
動
の
提
案
な
ど
、
活
動
の
場
を

広
げ
、
地
域
生
活
の
充
実
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
障
害

　

者
福
祉
係　
　
　

☎
52
４
４
７
３

◀
疑
似
体
験
用
具
を
身
に
つ
け
た

　

街
歩
き
の
様
子

　

去
る
10
月
14
日
か
ら
各
地
区
公
民

館
を
会
場
に
、
寒
河
江
町
長
よ
り
中

学
校
再
編
統
合
の
方
針
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

中
学
校
再
編
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み

中
学
校
再
編
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み

　

中
学
校
の
再
編
統
合
の
方
針

○
現
在
の
四
校
を
統
合
し
て
、
１
校

　

に
し
ま
す
。

○
平
成
28
年
４
月
１
日
の
開
校
を
め

　

ざ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
中
学
校
再
編
統
合
で

は
、
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
が
数
多
く
の
仲
間
と
関
わ
る

こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。
互
い
に
切

磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
確
か
な
学
力

を
身
に
つ
け
た
り
、
多
種
多
様
な
部

活
動
を
自
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
生
み
だ
す
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
人
間

性
が
育
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

統
合
で
で
き
る
中
学
校
は
、
子
ど

も
た
ち
に
「
高
畠
の
中
学
校
で
学
ん

で
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
、
町
民
の
方
々
か
ら
は
「
素
晴
ら

し
い
中
学
校
で
良
か
っ
た
」
と
、
町

外
の
方
々
か
ら
も
「
高
畠
の
中
学
校

で
学
ば
せ
て
み
た
い
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
教
育

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
が
、
年
間
出
生
率
を
改
善

す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

平
成
21
年
度
出
生
者
数
は
１
９
９

人
、
初
め
て
年
間
２
０
０
人
を
割
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
中
学
生
に

な
る
平
成
34
年
度
は
、
町
の
中
学
生

の
人
数
は
６
０
０
人
程
度
に
な
り
、

人
口
は
今
後
も
減
少
す
る
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
的
な
関
わ
り
を
考
え
、
小
学

校
は
町
内
６
地
区
に
こ
の
ま
ま
１
校

ず
つ
配
置
し
ま
す
。
中
学
校
は
、
学

習
面
や
部
活
動
な
ど
多
く
の
場
面
で

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
選
択
し
、
活
躍

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　

統
合
し
て
で
き
る
中
学
校
は
、
町
挙

げ
て
応
援
で
き
る
県
内
で
も
屈
指
の
理

想
的
な
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

一
中
と
三
中
校
舎
は
築
後
51
年
を

迎
え
、
現
在
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
必
要
に
応
じ
て
修
繕
を
し
な
が

ら
安
全
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
軽
量

鉄
骨
プ
レ
ハ
ブ
構
造
で
建
設
さ
れ
た

四
中
校
舎
も
築
後
27
年
を
迎
え
、
耐

用
年
数
を
迎
え
る
ま
で
あ
と
13
年
と

い
う
状
況
で
、
大
規
模
な
改
修
時
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
築
後
23
年
の

二
中
校
舎
も
改
修
時
期
を
迎
え
て
お

①
少
子
化
の
現
状
と

　
　
　
　
　

人
口
減
少
の
予
測

１
校
に
統
合
す
る
こ
と

　
　
　
　
　

に
し
た
主
な
理
由

②
理
想
的
な
教
育
環
境
の
整
備
と

　
　
　
　

町
を
挙
げ
た
中
学
生
支
援

り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
校
と
も
早
急
な
改

築
、
改
修
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
で
の
一
般
質
問
を
は
じ
め

平
成
16
年
か
ら
長
き
に
わ
た
っ
て
、

所
管
の
総
務
常
任
委
員
会
、
議
員
全

員
協
議
会
に
お
い
て
ご
検
討
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
よ

り
多
く
の
町
民
各
位
の
ご
意
見
や
ご

提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
は
よ
り
よ
い
統
合
中
学
校
を

建
設
す
る
た
め
に
精
一
杯
の
努
力
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③
老
朽
化
し
た
校
舎
の
早
期
改
築

◀

中
学
校
再
編
統
合
説
明
会
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◎問合せ先／町健康福祉課健康推進担当（げんき館内）　☎（52）５０４５

「げんき館」みんなの健康ガイドみんなの健康ガイド

12月７日㈫ 13 時～ 16 時 屋代地区公民館 200㎖、400㎖献血（成分献
血は行いません）

…愛の献血に
　ご協力ください…

   休日診療所を利用しましょう!!

期　日 当番医氏名 電話番号 診療時間
12月５日㈰ 宮　田　禮　輔

0238（40）3456 ９時～17時
12月12日㈰ 金　子　　　誠
12月19日㈰ 松　橋　孝　明
12月23日㈷ 石　井　孝　徳
12月26日㈰ 柄　澤　　　勉

「ママパパ学級」のご案内「ママパパ学級」のご案内「ママパパ学級」のご案内
　妊娠中の過ごし方や出産・育児についてお話ししましょう。これから迎
える“子育て”について一緒に考えてみましょう。ママだけの参加や２人
目以降の方もぜひご参加ください。お待ちしております。なお、げんき館
へ事前の申し込みが必要です。

対　象 妊娠前期・中期（おおむね妊娠27週までの方） 妊娠後期（おおむね28週以降の方）

日　時 12月１日㈬　13時30分～15時30分 12月９日㈬　13時30分～15時30分

内　容

・日常生活のポイント
・食を育もう（妊娠期）
・一緒にやってみよう妊娠体操
　　　　　　　　　　　　　など

・子育て講座
・分娩の経過と過ごし方
・赤ちゃんが生まれたら（お風呂
　の入れ方等）　　　　　　など

会　場 高畠町健康管理施設「げんき館」

＜日本脳炎予防接種についてのお知らせ＞
　　　　　　　　　　　＊＊＊　平成22年度に3歳になるお子さんへ　＊＊＊
　日本脳炎の予防接種については、重症ＡＤＥＭ（急性散在性脳脊髄炎）を発生した事例を受け、より慎重を
期すため平成17年５月30日以降積極的な勧奨を差し控えてきました。現在は、新しいワクチンの開発により、
第１期の標準接種期間に該当する方（平成22年度に３歳になる方）に対して積極的勧奨を再開しています。

　　　　　　　　　　　　　＊＊＊　3歳以外の年齢の方へ　＊＊＊
　上記のことから３歳以外の年齢の方へ積極的な勧奨が再開されたわけではありませんが、予防接種法にもと
づく定期の日本脳炎予防接種対象年齢（生後６か月以上７歳半未満、９歳以上13歳未満）で希望がある場合、
残りの回数を定期接種として受けることが可能です。

　◇南陽東置賜休日診療所当番医　（南陽市椚塚420‐7）

期　日 地区名 担当歯科医院 電話番号 診療時間
12月５日㈰ 米　沢 中川デンタルクリニック 0238（37）3311

９時～15時

12月12日㈰ 南　陽 斎 藤 歯 科 医 院 0238（47）3309
12月19日㈰ 米　沢 仁 科 歯 科 医 院 0238（21）5838
12月23日㈷ 白　鷹 わ た な べ 歯 科 医 院 0238（85）1873
12月26日㈰ 南　陽 村 越 歯 科 医 院 0238（40）3295
12月31日㈮ 南　陽 す ま い る 歯 科 0238（43）8143

　◇置賜地区休日歯科当番医

総合検診日程表（12 月分）

地　区 月　日 会　　　場 対　　　象　　　集　　　落

糠野目地区
12月１日㈬

生 涯 学 習 館
仲町、宮町、下町、西町、元山崎

12月２日㈭ 沢口、駅前、上山崎、若葉平

☆受付時間：午前７時30分～９時

☆対　　象 : 特定健診・後期高齢者健診・胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診・
　　　　　  肝炎ウィルス検診・　結核健康診断（間接撮影）をお申し込みの方

12月の乳幼児健診・健康相談事業日程　　　　　　　　　　　　　　　　　　

健診・健康相談 実 施 月 日 受 付 時 間 対 象 児 生 年 月 日

４ か 月 児 健 診 12月24日㈮ 13時までおいでください 平成22年８月生

す く す く 育 児 相 談 12月15日㈬ ９時15分～9時30分 平成21年11月生

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
12月８日㈬

13時～13時15分

平成21年４月２日～５月８日生

２ 歳 児 歯 科 健 康 相 談 平成20年10月12日～11月10日生

３ 歳 児 歯 科 健 康 相 談
12月17日㈮

平成19年11月17日～12月12日生

３ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成19年４月26日～５月22日生

＝身体活動・運動編＝

　適度な運動は生活習慣病の予防やストレス解消に有
効です。また、運動を続けることが健康づくりにつな
がります。仕事などで忙しく、運動する時間が取れな
いという方も普段の生活のなかで、身体を動かす機会
を見つけて、こまめに運動しましょう。
○身体を動かせる機会を積極的に作りましょう
　地域の行事、学校行事等で、出かける時は、車や自
転車ではなく歩いていきましょう。
　また、天気によっては、外を歩いたり、運動するの
が難しいこともあると思います。そこで、職場、公共
施設、駅やショッピングセンターでは、できるだけ階
段を利用して、身体を動かす機会を積極的に作りま
しょう。

「きらきら笑顔！　げんき高畠21計画（健康増進計画）」より「きらきら笑顔！　げんき高畠21計画（健康増進計画）」より

みなさんの健康づくりを応援する

○今よりも 1,000 歩多く歩きましょう
　歩くことが健康によいと知っていても、いったいど
れくらい歩けばよいのでしょう？生活習慣病の予防に
は 8,000 歩～ 10,000 歩が目安と言われています。し
かし、山形県の方の日常生活における１日あたりの平
均的な歩数は、男性で 7,000 歩、女性で 6,500 歩とい
う現状です。まずは、今よりも 1,000 歩多く、時間に
しておおむね 10 分多く歩くように心がけましょう。
○地域のレクリェーションやスポーツイベントには積
　極的に参加しましょう
　町の生活習慣に関する調査によると、特に子育て世
代である 30・40 代の方の運動　実践率が低い状況で
す。地域や子供会のレクリェーション行事には家族ぐ
るみで参加し、お父さん、お母さんも身体を動かす機
会を作りましょう。
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インフルエンザの感染予防インフルエンザの感染予防インフルエンザの感染予防インフルエンザの感染予防インフルエンザの感染予防

 外来診療体制 外来診療体制

問
合
せ
先
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
内
）

☎
51
０
３
５
０

▲保健師相談日　身長・体重を計測します。 ▲保健師ミニ講話

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
第
１
月
曜
日
に
、『
保

健
師
相
談
日
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
畠
町
の
保
健

師
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
体
重
や
家
で
は
な
か
な
か

計
れ
な
い
身
長
を
計
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
子

さ
ん
の
健
康
や
発
達
・
栄
養
な
ど
の
相
談
に
、
専
門

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
た
く

さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
み
な
さ
ん
『
保
健
師
相
談
日
』
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
育
児
講
座
は
、『
子
ど
も
の
心
と
体
』
を

テ
ー
マ
に
お
子
さ
ん
の
健
康
や
発
達
・
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
な
ど
を
中
心
に
、
保
健
師
よ
り

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
衛
生
士

に
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
指
導
も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
は
託

児
も
あ
り
ま
す
。
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
日
程
は
左
記
の
通
り
で
す
。

▼
日
時
／
11
月
26
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

▼
場
所
／
高
畠
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
２
階　

研
修
室

〜 

保
健
師
相
談
・
育
児
講
座
に 

　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

〜

満
１
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す

　
　
（
12
月
号
に
掲
載
す
る
の
は

　
　
　
　

平
成
21
年
12
月
中
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
）

●
申
込
締
切
／
12
月
３
日
㈮

●
申
込
み
先
／
町
企
画
財
政
課
広
聴
広
報
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
４
４
７
６

（
応
募
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

デ
ー
タ
で
も
可
能
で
す
）

平成21年11月６日生（田沢）

この男、きょうぼうにつき！

佐
さ と う

藤謙
け ん た

太  くん

平成21年11月30日生（中和田西部）

平
たいら

 龍
りゅうしょう

将  くん
平成21年11月25日生（家中）

杉
すぎもと

本美
ゆ り あ

癒花  ちゃん

　

《高齢受給者証》
今月高齢受給者証を
お送りする方は
　昭和 15 年 11 月２
日～昭和 15 年 12 月
１日生まれの方です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認くだ
さい。
　国保以外の方は、現在加入している健康保
険より交付されます。

《子育て支援医療証（就学前まで）》
今月末で更新が必要な方は、
　６歳児 ( 平成 16 年生 ) ～１歳児 ( 平成 21
年生 ) の誕生日が 11 月２日生～ 12月１日生
の方です。

▼ 持ち物／①お子さんの健康保険証②印鑑    
　（スタンプ印以外）③扶養者の平成 21年
　分の所得額と控除額のわかる書類 ( 平成21
　年１月１日に高畠町に住所が無い方 )

▼申請受付期間／ 11月22日㈪～12月９日㈭

▼申請・問合せ先／町国保介護課医療給付係
　　　　　　　　　　　　  ☎（52）１３２７

今月の医療証

平成21年11月７日生（駅前）

強く優しい男の子に

髙
たかはし

橋一
いっぺい

平  くん

お兄ちゃんだあいすき

平成21年11月3日生（下町）

お姉ちゃんだいすき

小
お が ち

勝郁
い く と

斗  くん

大きくなってね

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日（第２・４）

内科

午
前

１診 伊関千書《神経内科》 金子正幸《消化器》 金子正幸《消化器》 伊関千書《神経内科》 金子正幸《消化器》
第２

八巻通安
２診 川並　透

《山大・神経内科》 八巻通安《循環器》 大木　宏《一般内科》 八巻通安《循環器》 板橋琢郎

３診 板橋琢郎《一般内科》 板橋琢郎《一般内科》 柄澤　繁
《山大・糖尿病・代謝内分泌内科》 板橋琢郎《一般内科》

板橋琢郎
《一般内科・第２, 第4》 第４

金子正幸
高橋賛美

《神経内科・第１,３,５》 五十嵐彰

４診 五十嵐  彰《循環器》 五十嵐  彰《循環器》 小坂太祐《山大・呼吸器》 五十嵐  彰《循環器》 五十嵐  彰《循環器》

５診 大木　宏《一般内科》 大木　宏《一般内科》 神部裕美
《糖尿病・代謝内分泌内科》

神部裕美
《糖尿病・代謝内分泌内科》

神部裕美
《糖尿病・代謝内分泌内科》

６診 八巻通安《循環器》

午後 神部裕美
《糖尿病・代謝内分泌内科》

高橋賛美
《神経内科・第１,３,５》

神部裕美
《糖尿病・代謝内分泌内科》

今田恒夫
《山大・腎臓・第１》

☆加藤教授
《山大・神経内科》

鈴木和子
《山大・腎臓・第２,３,４,５》

神部裕美
《糖尿病・代謝内分泌内科》

近藤廉平《一般内科》
漢方外来 午後 大木　宏

外科
午前 須田　嵩 山形大学医師 須田　嵩 山形大学医師

外乳
来腺

午前 須田　嵩 須田　嵩 須田　嵩 須田　嵩午後
整形外科 午前 岩崎　聖

《山大・隔週》 菅原正登《山大》 杉田　誠《山大》

産婦人科 午前 小川哲司 小川哲司 小川哲司 小川哲司《第１,３,５》 小川哲司 小川哲司
午後

眼科 午前 後藤早紀子《山大》 羽根田思音《山大》
午後 三浦　瞳《山大》

皮膚科 午後 ☆鈴木教授《山大》
松永　純《山大》

泌尿器科 午前 泉谷　健 泉谷　健 泉谷　健 泉谷　健 泉谷　健 山形大学医師

人工透析 日中 泉谷　健 泉谷　健 泉谷　健 泉谷　健 泉谷　健 泉谷　健
夜間

その他

内視鏡 金子正幸 須田　嵩 橘比奈子《山大》 金子正幸 橘比奈子《山大》
フットケア 神部裕美 神部裕美

ドック 午前 伊関千書 川並　透 神部裕美 伊関千書 神部裕美 開院土曜日は
９時から行います午後 神部裕美 高橋賛美《第１,３,５》 神部裕美 近藤廉平 神部裕美

※受付時間：午前 8 時 30 分～午前 11 時 30 分（内科のみ 12 時まで）なお、再来受付機での受付は、8 時からです。（土曜日は 11 時 30 分まで）
　　　　　　　　　　　　午後 １  時３０分～午後 3 時 30 分（内科・乳腺外来・産婦人科・皮膚科・木曜日の眼科・漢方外来）
　　　　　　　　　　　　◎内科の今田医師、加藤教授、皮膚科の鈴木教授は完全予約制です。
※なお、緊急手術等で休診になる場合がありますのでご了承願います。

インフルエンザ予防接種費用を助成します
●全額助成（接種前に証明書の発行を受け医療機関に提出してください）
対象者：町民税非課税世帯の方全員（世帯全員が非課税）　申請場所：町健康福祉課（げんき館）
申請期間：平成 23年３月 31日まで　持ち物：印鑑
●一部助成（助成方法については個別にお知らせしています）
対象者：中学３年生までのお子さん　助成額：１回目の接種料金のうち 2,000 円
※すでに接種費用をお支払いになった場合は、げんき館で還付の申請をしてください。
持ち物：①接種費用の領収書 ②接種済証 ③印鑑 ④通帳　 ▼問合せ先／町健康福祉課地域保健係　☎（52）５０４５

手洗い

マスク着用 体調管理

人混みを避ける

うがい
こまめな手洗いは感染予防の基本！
■帰宅時 ■トイレの後 ■食事前
■せきやくしゃみで口を押さえた後 
■看病の前後に石鹸を十分泡立てて、指先～手首までていねいに！

■ せきやくしゃみ等の症状がある時

■混み合った場所、特に屋内や乗り物など

換気の不十分な場所にいる時 ■野外など

では、相当混み合っていない限り、マスクをする必要はありません。

■ 帰宅時 ■のどの奥まで水（うがい液）

が行き届くよう、上を向いてガラガラする。

■口の中に食べ物のカスを残さないようにする

ため、比較的強くブクブクとすすぐ。

■十分な栄養・休養・睡眠を心がける

■特に流行時

《公立高畠病院》 ☎（52）１５００
平成 22 年 11 月現在

＊ インフルエンザ予防接種が始まりました ＊
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　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　　　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　

　10 月 16 日㈯、太平洋戦争のさなか海上を漂流しているイギ
リス人海兵を救助した、屋代出身の旧日本海軍駆逐艦「雷」工
藤俊作艦長の行為、人間の命を大切にする心を後世に伝える顕
彰碑の除幕式が、浜田広介記念館敷地内で行われました。

伝 わる心のあたたかさ
　第３回庁舎通り商店街オブジェ「感想絵てがみコン
クール」が開催され、友人や家族に宛てた心温まる
174 作品の応募がありました。
表彰の結果
【小学生の部】
　庁舎通り（メルヘン通り）賞　武田光明くん（屋代小６年）
　町立図書館長賞　竹田倖野さん（高畠小１年）
【中高生の部】
　庁舎通り（メルヘン通り）賞　菅野重丸くん（一中３年）
　町立図書館長賞　髙橋柚季さん（一中３年）
【一般の部】
　庁舎通り（メルヘン通り）賞　相田徹さん
　特別賞　川村和葉さん（屋代小６年）
　特別賞　遠藤真帆さん（四中１年）

命 の大切さを後世に

交通安全活動に尽力

　10 月 15 日㈮、南陽警察署において、東北管区警察
局長および東北交通安全協会長の連名表彰と全日本交
通安全協会長の交通栄誉章「緑十字銅章」の伝達式が
行われました。両表彰は交通安全活動に功労のあった
方、長年無事故無違反の優良運転者、交通安全活動に
尽力のあった団体に贈られたものです。
【東北管区連名表彰】
　交通安全功労者　小林欣弘さん（屋代支部）
　優良運転者　　　佐藤弘一さん（和田支部）
　優良団体　　　　町立第二中学校生徒会（屋代支部）
【交通栄誉章「緑十字銅章」】
　優良運転者　　　後藤   昭さん（和田支部）
　優良運転者　　　渡部理樹さん（和田支部）

メ イドインたかはた「つや姫」
　10 月 28 日㈭、平成 22 年度第１回メイドインたか
はた認証委員会が糠野目生涯学習館で開催され、「高
畠つや姫」ブランド確立対策協議会より「たかはた産
つや姫」が出品されました。
　農業・商工業・観光に精通する方や学識経験者、町
民の代表らが審査員を務め、「たかはたブランド認証
基準をクリアしているか」「作り手の商品に込められ
た熱い想いが伝わるか」など、高畠町として自信を持っ
てブランドと言えるものかどうかの真剣な審査が行わ
れました。
　審査の結果、見事たかはたブランドに認証され、11
月８日㈪、認証書の授与が行われました。

　11月４日㈭、亀岡小学校のグランドにて、世界陸
上ヘルシンキ大会に出場経験（４×100mリレー）があ
る佐藤友香さん（チームミズノアスレティック所属）
を招き、陸上教室が開かれました。
　この取り組みは文部科学省と日本体育協会のスポー
ツ選手活用体力向上事業の一環で行われ、同校の４年
生から６年生の児童が、走り方や幅跳びの基礎練習な
どを学びました。
　佐藤さんからの工夫を凝らした指導を通じ、自分の
走り方が変わる充実感を得ることができました。

トップアスリートによる熱血指導

楽 しくプレー仲間の輪を広げて
　10 月 17 日㈰、時沢・野手倉・宮原の３地区のメン
バーで構成された元気計画委員会が主催し、今年で
60 回を数える敬老会と世代交流グランドゴルフが開
催されました。
　半年ぶりに旧時沢小グランドに歓声が沸き、活気に
溢れました。小学生から青・壮年、多くのお年寄りが
参加した世代交流グランドゴルフの後は、体育館に会
場を移し太鼓や踊りのアトラクションを見ながらのい
も煮会が開かれ、終始なごやかなひとときを過ごしま
した。

歓 声に沸く時沢小学校

心に呼びかける作品

　自然と共に生きてきた熊撃ちの伝じいは、曾孫の

わたるに語って聞かせました。

「だれにでもどこかに『じぶんの木』というものが

あるんだ、だから寂しくなんてない」と。それが伝

じいの最後の言葉でした。

　わたるは、大朝日岳のどこかに伝じいの木があっ

て、その周りで熊が寝転んだり遊んだりしているよ

うに思えるのでした………

　第 21 回ひろすけ童話賞が『じぶんの木』（最上
一平作）に決定しました。
　11 月６日㈯浜田広介記念館ひろすけホールにお
いて贈呈式が行われ、本人による作品の朗読や受賞
作品の感想文発表などが行われました。

あらすじ

　10 月 23 日㈯、第２回高畠町長杯パークゴルフ大会
が湯るっとパークゴルフ場で行われました。69 人が
参加し、夏の猛暑により芝のコンディションの良くな
い中でしたが、日頃の練習成果を発揮しハイレベルな
試合が展開されました。この大会は吾妻・蔵王コー
スの 18 ホールの合計スコアで競い合うストロークプ
レーで男女それぞれに順位賞が贈呈されました。
男子の部
　　１位　鴻巣廣司さん
　　２位　佐藤久次さん
　　３位　後藤文夫さん

　女子の部
　　　１位　斉藤美智子さん
　　　２位　須藤恵子さん
　　　３位　大地輝美さん
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消
防
団
員
は
地
域
を
火
災
や
災
害

か
ら
守
り
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
団
員
の
約
85
％
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
状
況
の
中

で
、
災
害
発
生
時
の
消
防
団
活
動
を

円
滑
に
行
う
に
は
、
消
防
団
活
動
に

対
す
る
事
業
所
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
「
消
防
団
協
力
事

○
次
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方

は
、
平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
申

請
を
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
、
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◉
平
成
22
年
７
月
31
日
現
在
で
支
給

　

要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

　

⇩
８
月
分
か
ら
支
給

◉
平
成
22
年
８
月
１
日
以
降
、
11
月

　

30
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該
当
し

　

た
方

　

⇩
要
件
に
該
当
し
た
日
の
翌
月
分

　
　

か
ら
支
給

【支
給
要
件
】

　

次
の
⑴
〜
⑸
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の

子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
（
子
ど
も
が
18
歳
に
達
し
た

年
度
末
ま
で
）

⑴
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

⑵
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

⑶
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状
態
に

　

あ
る
子
ど
も
（
詳
細
は
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
）

⑷
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど

　

も
⑸
そ
の
他
（
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し

　

て
い
る
子
ど
も
、
母
が
１
年
以
上

　

拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
、
母
が

　

婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子

　

ど
も
な
ど
）

※
そ
の
他
、
公
的
年
金
を
受
給
で
き

る
方
や
一
定
の
所
得
を
超
え
て
い
る

方
に
は
支
給
さ
れ
な
い
等
の
要
件
も

あ
り
ま
す
の
で
、
個
々
の
ご
家
庭
が

支
給
要
件
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
し
な
い
場

　

合
は
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
の
支

　

給
と
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
問

　

い
合
わ
せ
の
上
、
忘
れ
ず
に
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
児
童

　

福
祉
係　
　
　
　

☎
52
４
４
７
３

児
童
扶
養
手
当
の
申
請

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
はは

1111
月月
3030
日
ま
で
に

日
ま
で
に

父
子
家
庭
の
み
な
さ
ま

父
子
家
庭
の
み
な
さ
ま

　

上
山
市
柏
木
地
区
で
実
施
し
て
き
た
山
形
広
域
清
掃
工
場
建
設

事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
は
建
設
予
定
地
等
の
事
業
計
画
を
見

直
す
た
め
廃
止
し
ま
す
。

１
、
事
業
者
の
氏
名
お
よ
び
住
所

　

⑴
事
業
者
名　
　

山
形
広
域
環
境
事
務
組
合

　

⑵
代
表
者
名　
　

管
理
者　

山
形
市
長　

市
川
昭
男

　

⑶
所
在
地　
　

山
形
市
旅
篭
町
二
丁
目
３
番
25
号

２
、
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
お
よ
び
規
模

　

⑴
事
業
名　
　

山
形
広
域
清
掃
工
場
建
設
事
業

　

⑵
種

類　
　

ご
み
焼
却
施
設
の
建
設

　

⑶
規

模　
　

３
１
５
ｔ
／
日

３
、
廃
止
理
由　
　

対
象
事
業
を
実
施
し
な
い
こ
と
と
し
た
た
め

（
山
形
県
環
境
影
響
評
価
条
例
第
25
条
第
１
項
第
１
号
に
該
当
）

４
、
問
合
せ
先　
　

山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
管
理
課

☎
０
２
３（
６
４
１
）１
８
４
４

『
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
』

『
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
』

は
じ
ま
る
！

は
じ
ま
る
！

☆
固
定
資
産
税　
　
　
　
　
　

４
期
分

☆
固
定
資
産
税　
　
　
　
　
　

４
期
分

☆
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　

５
期
分

☆
国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　

５
期
分

☆
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　

５
期
分

☆
介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　

５
期
分

☆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

５
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

５
期
分

＊
納
期
限
は

納
期
限
は
1111
月
3030
日
㈫
で
す
。

日
㈫
で
す
。

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く

口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く
1111
月
3030
日
㈫
日
㈫

　

に
振
替
に
な
り
ま
す
。

に
振
替
に
な
り
ま
す
。

　

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
今
ま
で
の
分
で
督
促
状
が
届
い
て
い
ま
せ

　

ん
か
？
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
納
付
書
が
探
せ
な
い
時
は
各
担
当
課
に
申

　

出
く
だ
さ
い
。
）

　

納
期
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

《
11
月
の
納
税
等
》

事
業
計
画
が
廃
止

業
所
表
示
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
消
防
団

の
活
性
化
と
充
実
強
化
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
詳
し
い
内
容
お
よ
び
、
認

定
申
請
を
お
考
え
の
事
業
所
は
左
記

問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
消
防
本
部
消
防
団

　

係　
　
　
　
　
　

☎
52
１
５
０
５

事
業
計
画
が
廃
止

　

こ
の
制
度
は
消
防
団
活
動
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
の
申
請
に

よ
り
、
事
業
所
を
消
防
団
協
力
事
業

所
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
交

付
さ
れ
た
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証
」
は
、
掲
示
お
よ
び
印
刷
物
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
、
事
業
所
の
社
会
的
貢
献
を
広

く
周
知
し
、
社
会
的
信
頼
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
消
防
団
へ
の

【
次
回
〆
切
り
日
】
詩
・
川
柳
と
も

　

平
成
23
年
１
月
31
日
㈪
ま
で

次
回
課
題
：
「
光
」

「
嘘
」

秀　

隣
国
が
嘘
を
丸
め
て
文
句
つ
け　
　
　
　
　

弥
生
町　

皆
川
ゆ
た
か

〃　

政
治
屋
は
心
に
も
な
い
嘘
を
つ
き　
　
　
　

夏　

茂　

吉
田
か
つ
み

〃　

嘘
だ
け
ど
時
に
は
役
に
た
つ
こ
と
も　
　
　

下　

宿　

志
賀
マ
ツ
子

〃　

嘘
か
し
ら
だ
れ
か
い
い
人
出
来
た
の
ネ　
　

上
駄
子
町 

髙
橋
と
く
江

〃　

嘘
は
駄
目
信
用
さ
れ
る
人
と
な
る 　
　
　

  

上
駄
子
町 

髙
橋
鐡
太
郎

〃　

心
か
ら
詫
び
た
涙
に
嘘
は
な
い　
　
　
　
　

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

〃　

嘘
を
つ
く
気
に
も
な
れ
な
い
高
齢
化　
　
　

相　

森　

太

田

邦

緒

〃　

高
温
で
農
家
が
な
い
た
嘘
で
な
い　
　
　
　
　

筋　
　

 

里

山

〃　

嘘
と
知
り
言
い
訳
悲
し
問
う
信
用　
　
　
　

根　

岸　

金

子

協

子

〃　

年と
し
よ
り寄

は
嘘
の
ほ
め
で
も
有
頂
天　
　
　
　
　

大　

町　

伊

藤
　

光

〃　

肩
竦す

く

め
笑
顔
で
嘘
言
う
ゲ
ー
ム
の
子　
　
　

福　

沢　

遠

藤

登

茂

〃　

嘘
を
言
う
こ
と
も
時
に
は
家
庭
の
和　
　
　

石　

岡　

川

井

み

よ

〃　

宝
く
じ
嘘
で
も
い
い
か
ら
当
た
っ
て
よ　
　

福　

沢　

沖
田
美
佐
子

〃　

嘘
・
噂
、
風
に
飛
ば
さ
れ
千
里
越
え　
　
　

桜
木
町　

遠

藤

和

子

〃　

押
し
売
り
に
嘘
も
方
便
居
ぬ
子
呼
ぶ　
　
　
　

筋　
　

佐
藤
ナ
ヲ
子

〃　

嘘
の
詐
欺
会
わ
ず
に
急
ぐ
逃
げ
る
か
や　
　

上
和
田　

佐

藤

律

子

〃　

ク
ラ
ス
会
嘘
も
方
便
見
栄
を
張
る　
　
　
　

泉　

岡　

日

下

艶

子

〃　

八や

そ

じ

十
路
越
え
会は

な

し話
は
嘘
や
ら
真ま

こ
と

や
ら　
　
　

福　

沢　

佐

藤

久

雄

〃　

嘘
つ
く
ど
ベ
ロ
抜
か
れ
ん
ぞ

4

4

4

4

4

4

4

と
教
え
ら
れ　

上
和
田　

大

浦

秀

一

〃　

嘘
を
つ
く
こ
と
も
な
く
な
り
米
寿
吾
れ　
　

福　

沢　

吉

田

三

郎

〃　

今
時
の
嘘
を
見
抜
け
る
目
と
耳
を　
　
　
　

亀　

岡　

大

槻

京

子

〃　

嘘
少
し
ま
ぜ
て
見
舞
う
も
真
の
愛　
　
　
　

上
和
田　

鏡　

た
か
子

〃　

悪
夢
見
て
嘘
で
あ
れ
ば
と
祈
り
つ
つ　
　
　

山　

崎　

佐

藤

元

一

〃　

方
便
で
時
に
は
嘘
も
人
助
け　
　
　
　
　
　

上　

宿　

御

田

俊

坊

〃　

生
き
る
世
に
嘘
も
方
便
言
葉
あ
り　
　
　
　

露　

藤　

近

野

葉

津

客　

病
む
人
に
嘘
つ
き
し
こ
と
許
し
て
よ　
　
　

福　

沢　

山

村

和

子

〃　

病
む
夫つ

ま

の
耳
に
囁さ

さ
や

く
嘘
模
様　
　
　
　
　
　

本　

町　

佐

藤

津

多

〃　

俺
々
と
嘘
で
ご
ま
か
す
大だ

い

あ

く

と

悪
人　
　
　
　
　

安
久
津　

石

川

常

代

〃　

子
の
躾し

つ
け

嘘
は
つ
く
な
と
諭さ

と

す
母　
　
　
　
　

深　

沼　

武
田
勢
津
子

〃　

世
の
中
は
嘘
も
方
便
良
い
結
果　
　
　
　
　

福　

沢　

山

中

よ

し

人　

嘘
の
無
い
土
を
相
手
の
我
が
仕
事　
　
　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

地　

地
デ
ジ
で
も
嘘
は
映
ら
ぬ
子
の
瞳　
　
　
　

金　

原　

菅

野

信

一

天　

だ
ま
さ
れ
る
嘘
と
気
づ
い
て
耳
貸
さ
ず　
　

泉　

岡　

本

田

登

呂

軸　

徳
積
ん
だ
人
の
話
に
嘘
が
無
い　
　
　
　
　

選
者
吟　

髙
橋
勝
柳
子

秋
ゆ
れ
て

稲
穂
が
ゆ
れ
る

ト
ン
ボ
も
ゆ
れ
る

コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
て

す
す
き
も
ゆ
れ
る

秋
の
匂
い
の
風
に
吹
か
れ
て

私
も
ゆ
れ
る

私
が
ゆ
れ
て

心
も
ゆ
れ
た

茜
の
空
を
見
上
げ
た
ら

し
ぼ
ん
だ
心
が

ふ
く
ら
ん
だ

（
評
）
童
謡
風
の
詩
。「
ゆ
れ
る
」
が

七
回
で
リ
ズ
ム
を
作
っ
て
い
る
。
対

句
が
「
も
」
で
受
け
な
が
ら
つ
な
げ

て
い
っ
て
連
続
性
を
生
み
、
展
開
が

お
も
し
ろ
い
。

二
井
宿　
　

高
橋
礼
子

髙
橋

学
童
の
四
季

春
は
そ
わ
そ
わ
組
替
え
に

隣
の
席
の
友
達
が

気
に
な
る
け
れ
ど
う
れ
し
い
な

夏
は
長　
　

い
夏
休
み

プ
ー
ル
や
虫
と
り
お
さ
ら
い
帳

や
る
こ
と
い
っ
ぱ
い
う
れ
し
い
な

秋
は
遠
足
運
動
会

い
も
煮
や
く
だ
も
の
栗
ひ
ろ
い

ま
ほ
ろ
ば
自
慢
お
い
し
い
な

冬
は
ス
キ
ー
に
雪
が
っ
せ
ん

吹
雪
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
外
が
好
き

ま
っ
か
な
ほ
っ
ぺ
が
暖
か
い
な

（
評
）
文
字
通
り
「
学
童
の
四
季
」。

各
々
の
季
節
の
風
物
を
と
り
入
れ
、

少
年
詩
と
し
て
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。落

ち
葉
の
散
歩
道

落
ち
葉
ち
る　

散
歩
道

風
に
吹
か
れ
て

落
ち
葉
が
お
ど
る

ゆ
ら
ゆ
ら　

揺
れ
る

カ
ラ
ス
ウ
リ

夕
日
夕
焼
け　

散
歩
道

色
は
鮮
や
か

落
ち
葉
が
光
る

さ
ら
さ
ら
落
ち
葉

風
の
道

（
評
）
童
謡
。
童
謡
に
作
者
の
人
間

性
が
必
要
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が

作
っ
て
い
る
人
の
意
識
や
心
情
が
に

じ
み
出
た
詩
を
期
待
し
た
い
。

な
ぜ
か
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
い
ね

二
井
宿　
　

志
賀
マ
ツ
子

人
は
だ
れ
で
も
孤
独
だ
よ

前
を
見
な
が
ら
歩
こ
う
か

な
ぜ
か
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
い
ね

ど
こ
へ
行
こ
う
か
あ
て
も
な
い

ふ
り
む
き
ゃ
だ
れ
も
い
な
い
の
よ

人
は
だ
れ
で
も
泣
く
だ
ろ
う

そ
ん
な
は
か
な
い
こ
と
だ
か
ら

な
ぜ
か
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
い
ね

右
も
左
も
切
な
く
て

ふ
り
む
き
ゃ
遠
く
た
だ
遠
い

（
評
）
高
齢
者
の
孤
独
で
さ
み
し
い

心
情
が
ひ
し
ひ
し
と
う
た
わ
れ
て
い

る
。「
人
間
」
と
は
「
人
の
間
」
と

書
く
。
人
と
人
と
の
き
ず
な
が
人
を

救
う
の
で
は
。

▼
作
品
の
送
り
先
は
…

　

〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 
大
字
高
畠
４
３
６

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記

の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、

封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お

書
き
く
だ
さ
い
。

根　

岸　
　

金
子
協
子

馬　

頭　
　

渡
部
美
代
子

山
遊
び　

筋　
　
　

里

山

今
年
の
秋
山
楽
し
い
こ
と
ば
か
り

暑
い
日
の
多
か
っ
た
毎
日
な
の
に

秋
の
王
様
ま
つ
た
け
は
じ
め

い
ろ
ん
な
き
の
こ
が
出
た

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
と
山
歩
き

山
人
が
言
っ
た

「
山
に
入
る
時
は
山
に
合
掌
」
と

自
分
な
り
に
お
祈
り
し
て

御お

み

き

神
酒
を
あ
げ
て　

山
に
入
る
と

一
日
中
楽
し
い
山
遊
び
が
で
き
た

（
評
）
昔
、
未
婚
の
者
に
許
さ
れ
た

年
一
回
の
「
山
遊
び
」
と
い
う
行
事

が
あ
っ
た
。
そ
れ
と
は
違
う
け
れ
ど

も
、
き
の
こ
を
求
め
て
楽
し
い
山

遊
。
解
放
感
が
う
か
が
え
る
。
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（仮称）高畠町多目的屋内運動場プレオープン（仮称）高畠町多目的屋内運動場プレオープン

仮申込み受付のご案内仮申込み受付のご案内
　町では旧コミュニティープールを多目的に利用するために屋内運動
場として改修しました。
　来年１月７日から一般開放いたしますので、ぜひご利用ください。
なお、１月中は、プレオープン期間として「無料開放」します。
໐受付開始日／平成 22年 12 月 1日午前８時 30 分から
໐仮申込先／町営体育館
○利用時間帯／午前９時～午後 10時
○主な用途／テニス、フットサル、ゲートボール、ランニング、キャッチボール（バッティング・ノックは出来ません）など
○施設の仕様／人工芝（20× 30m）、防球ネット設置（高さ 4.75m）、テニス用コートライン
○その他／プレオープン期間中の毎週土曜日（夜間を除く）は、一般開放しますので、自由にご覧・ご利用　
　　　　いただけます。
▶問合せ先／町営体育館　☎52４４９０

の材質と厚さが変わりますの材質と厚さが変わります
　指定ごみ袋につきましては、今年４月より「平袋タイプ」から「レジ袋タイプ」といたしました。皆さまから
は「結びやすくなった、運びやすくなった」とのご意見がある反面、「可燃ごみ袋が破けた、裂けた」というご
意見も多数寄せられていることから、次のように変更いたします。
　　໐可燃ごみ袋の材質と厚さを変更し破れにくくいたします。
　　໐変更の時期は 12 月中旬頃を予定しております。
　なお、料金については変更ありません。今までの袋も引き続き使用できますが、変更前のまとめ買いは
控えていただきますようお願いいたします。
　また、現在お手元にお持ちの可燃ごみ袋（レジ袋タイプ）の交換を希望により実施いたします。未開封袋（10
枚入り・大小）単位に限りますが、販売店での発売と同時に置賜３市５町の廃棄物担当課・置賜広域行政事務組
合の事務局・各クリーンセンター及び南陽やすらぎ荘において取替いたします。（販売店では行いません）
町民の皆さまには度々の変更でご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
▶問合せ先／町住民生活課環境衛生係　☎52１５９６
　　　　　　置賜広域行政事務組合　千代田クリーンセンター　☎57４００４
　　　　　　置賜広域行政事務組合　総務課施設係　☎23３２４６

可可 燃燃 ごご みみ 袋袋

往　　　　　路
米沢待
合所発

市　立
病院前 三軒屋 矢の目口 黒井橋 糠野目 高　畠

四中前
糠野目
学校前

6:45 6:51 7:17 7:18 7:20 7:21 7:22 7:24
8:35 8:41 9:07 9:09 9:10 9:13 9:14 9:16
13:00 13:06 13:32 13:34 13:35 13:38 13:39 13:41
15:10 15:16 15:42 15:44 15:45 15:48 15:49 15:51
17:10 17:16 17:42 17:44 17:45 17:48 17:49 17:51

復　　　　　路
高　畠
四中前

糠野目
学校前 糠野目 黒井橋 矢の目口 三軒屋 市　立

病院前 米沢駅前

7:38 7:40 7:41 7:42 7:43 7:44 8:06 8:14
9:33 9:35 9:36 9:37 9:38 9:39 10:01 10:09
13:58 14:00 14:01 14:02 14:03 14:04 14:26 14:34
16:08 16:10 16:11 16:12 16:13 16:14 16:36 16:44
18:08 18:10 18:11 18:12 18:13 18:14 18:36 18:44

　今年も冬期間、路線バスが一部延長運行さ　今年も冬期間、路線バスが一部延長運行さ
れますので、ぜひご利用ください。れますので、ぜひご利用ください。
　ただし、土・日・祝日および 12 月 29 日　ただし、土・日・祝日および 12 月 29 日
㈬～平成 23 年１月３日㈪は運休となります。㈬～平成 23 年１月３日㈪は運休となります。
◆運行期間◆運行期間／／
平成22年12月１日㈬～平成23年３月31日㈭平成22年12月１日㈬～平成23年３月31日㈭
◆問合せ先◆問合せ先／／

町企画財政課企画調整係☎52１１１２町企画財政課企画調整係☎52１１１２
山交バス㈱米沢営業所山交バス㈱米沢営業所☎22３３９２☎22３３９２

米沢～糠野目線米沢～糠野目線路線バスが路線バスが
　一部延長運行します　一部延長運行します
路線バスが
　一部延長運行します

【１月～３月分は
　　推定料金で納入を】

漏水はメーターでわかります
蛇口を全部しめてパイロット
（銀色）が動いていたら漏水
です

漏水していませんか？

〔漏水発見方法〕

雪が降る前に、もう一度　
　メーターを見てみましょう

☆見つけたらすぐに修理を☆

高畠町内の指定給水装置工事事業者
㈲ 安 部 設 備
㈱ 萩 生 田 設 備
㈲ 二 瓶 設 備
㈲ 県 南 設 備 工 業
荒井金物企業組合
アサヒライフライン㈲
桑 島 管 工 事 店
㈱ 金 子 建 設
㈲ 東 洋 設 備
ハ マ ダ 設 備
㈲ 内 藤 工 務 所
カ イ ヤ 住 設
住器サービス佐藤
㈱ ナ ガ サ ワ
鷲 尾 設 備
前 山 商 事 ㈱
㈲ 近 野 工 務 店
みどり環境建設㈱
㈱ 高 橋 建 設
羽 山 総 合 建 設 ㈱
齋 藤 土 木 ㈱
㈲ 西 方 燃 料 店

元山崎
弥生町
元 町
相 森
津久茂
西 町
旭 町
立 石
中島南
中島南
亀岡四
上平柳
下海上
下 宿
駅 前
西 町
入生田北
相 森
本 町
西 町
細 越
下和田北

☎ 57-2069
☎ 52-3485
☎ 52-3549
☎ 52-1093
☎ 57-3170
☎ 57-5339
☎ 52-2515
☎ 56-2195
☎ 57-5006
☎ 57-5165
☎ 52-0677
☎ 57-2686
☎ 56-2186
☎ 52-2247
☎ 57-4930
☎ 57-3501
☎ 57-4582
☎ 51-1102
☎ 57-2277
☎ 58-0555
☎ 52-4335
☎ 56-2436

凍
結
と
破
裂
を

凍
結
と
破
裂
を

　

防
ぐ
の
に
有
効
な
手
は

　

防
ぐ
の
に
有
効
な
手
は

転
居
・
転
出
・
転
入
の

転
居
・
転
出
・
転
入
の

　
　
　

届
出
を
忘
れ
ず
に

　
　
　

届
出
を
忘
れ
ず
に

応
急
処
理
は

応
急
処
理
は

（銀色）

※町外指定事業者もあります。

　
メ
ー
タ
ー
検
針
は
、
12
月
上
旬（
12
月
分
）で
最
終
と

な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
積
雪
の
た
め
、
１
月
〜
３
月
分

の
料
金
は
、推
定
料
金
で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

推
定
料
金
は
12
月
分
の
使
用
量
で
算
定
し
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
と
き
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
新
築
・
転
入
な
ど
で
、
使
用
水
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
と
き

●
冬
期
間
は
使
用
せ
ず
、
水
量
が
減
る
と
き
な
ど
、
変

更
ご
希
望
の
方
は
、
町
上
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
な
お
、
冬
期
間
料
金
の
過
不
足
は
来
年
４

月
分
以
降
の
料
金
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
先
／
町
上
下
水
道
課
業
務
係

☎
52
４
４
８
３

　

気
温
が
零
下
４
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
破
裂
し
て
し
ま
っ
て
は
、
た
く

さ
ん
の
水
が
ム
ダ
に
な
る
う
え
に
、

水
道
料
金
や
修
理
代
も
か
か
り
ま
す
。

特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な
状
態
に

あ
る
と
き
は
防
寒
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
屋
外
に
あ
っ
て
、
む
き
出
し
に
な

　

っ
て
い
る
場
合

○
北
向
き
の
寒
い
所
に
あ
る
場
合

○
日
照
時
間
の
短
い
所
に
あ
る
場
合

○
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ
る
場
合

○
長
期
間
使
用
し
な
い
場
合

　

お
や
す
み
前
に
必
ず
水
抜
き
栓
を

閉
め
て
く
だ
さ
い
。

○
不
凍
水
抜
栓
使
用
時
は
、
全
開
ま

　

た
は
全
閉
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

中
途
で
の
使
用
は
、
漏
水
の
原
因

　

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

　

凍
結
防
止
の
た
め
に
常
時
流
れ
っ

ぱ
な
し
と
な
る
給
水
装
置
も
あ
り
、

思
い
が
け
ず
水
道
料
金
が
高
額
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
使
用

　

町
内
で
の
転
居
、
町
内
外
へ
の
転

入
・
転
出
な
ど
の
場
合
、
水
道
の
名

義
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
日
程

が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め
に
届
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
冬
期
間
の
異
動
で
精
算
が

必
要
な
場
合
、
メ
ー
タ
ー
付
近
の
除

雪
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

法
に
つ
い
て
、
給
水
設
備
工
事
店
に

確
認
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
】

　

ま
ず
、
蛇
口
を
溶
か
し
、
蛇
口
を

開
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
凍
っ

た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の
露
出
し
た

部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
巻
き
つ
け
て

そ
の
上
か
ら
少
し
ず
つ
熱
湯
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。
凍
っ
た
部
分
が
解
け

て
水
が
出
て
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
熱
湯
を
直
接
急
に
か
け

る
と
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
事
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
破
裂
し
た
と
き
】

　

ま
ず
、
元
の
止
水
栓
を
止
め
て
く

だ
さ
い
。
止
水
栓
が
分
か
ら
な
か
っ

た
り
、
止
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
破

裂
し
た
部
分
に
布
や
テ
ー
プ
な
ど
を

巻
き
つ
け
て
、
と
に
か
く
水
を
止
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
え

で
町
指
定
の
工
事
店
に
連
絡
し
て
、

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
期
間
の
水
道
検
針
は
お
休
み
し
ま
す
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　予算額

　収入済・執行済額

（　）内の％は予算額に対する

収入済・執行済額の割合

▲町道元千代田線 ( 千代田クリーンセンターアクセス道路 )▲町道元千代田線 ( 千代田クリーンセンターアクセス道路 )▲町道元千代田線 ( 千代田クリーンセンターアクセス道路 )

町
の
財
政
状
況

平
成
平
成
2222
年
度
上
半
期（
４
月
１
日
～
９
月

年
度
上
半
期（
４
月
１
日
～
９
月
3030
日
）
日
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
納
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
納
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
等
を
、

「
町
で
は
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
」
「
財
産
や
借
入
金
が
ど
れ

「
町
で
は
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
か
」
「
財
産
や
借
入
金
が
ど
れ

ぐ
ら
い
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ぐ
ら
い
あ
る
の
か
」
と
い
っ
た
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
平
成

　

こ
の
度
は
、
平
成
2222
年
９
月
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
９
月
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入歳出予算額一般会計歳入歳出予算額 98 億 2989 万円98億 2989 万円
歳入歳入歳出歳出

そ
の
他
（
55.6
％
）

県
支
出
金
（
26.4
％
）

国
庫
支
出
金
（
43.9
％
）

町
債
（
0
％
）

町
税
（
64.4
％
）

地
方
交
付
税
（
70.5
％
）

収入済額　54 億 4438 万円
収入率　　55.4％

執行済額　39 億 6439 万円
執行率　　40.3％

公 営 企 業 会 計

区　　　　　分 収　　　入 支　　　出 差　し　引　き

病院事業特別会計
収益的収支 11億7675万円 9億5735万円 2億1940万円

資本的収支 8460万円 1億1787万円 ▲3327万円

水道事業会計
収益的収支 2億7290万円 1億3745万円 1億3545万円

資本的収支 177万円 6284万円 ▲6107万円

特　　別　　会　　計

会　計　名 予　算　現　額 収　入　済　額 執　行　済　額

下 水 道 事 業 8億8994万円 4億3288万円 4億2519万円

農 業 集 落 排 水 事 業 7094万円 3638万円 3264万円

特定地域生活排水処理事業 8062万円 1972万円 2818万円

飲 料 水 供 給 事 業 345万円 132万円 117万円

国 民 健 康 保 険 事 業 28億3085万円 11億3550万円 11億2406万円

介 護 保 険 事 業 19億121万円 7億1841万円 7億8008万円

老 人 保 健 事 業 420万円 632万円 0万円

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1億9947万円 5250万円 5851万円

訪 問 看 護 事 業 1557万円 402万円 681万円
財 産 区
（高畠・二井宿・屋代・和田）

1761万円 97万円 359万円

合　　　　　計 60億1386万円 24億802万円 24億6023万円

町 債 等 の 状 況

会　計　別 ９月末起債残高
一時借入
金残高

一 般 会 計 92億4388万円 0万円

下 水 道 事 業 69億2519万円 0万円

農 業 集 落 排 水 事 業 6億7263万円 0万円

特定地域生活排水処理事業 1億8172万円 0万円

飲 料 水 供 給 事 業 3308万円 0万円

水 道 事 業 会 計 5億5081万円 0万円

病 院 事 業 特 別 会 計 38億9566万円 0万円

合　　　　　計 215億297万円 0万円

基 金 の 状 況
（平成 22年３月末現在高との比較）

区　　　　　分 ９月末現在高 増　　減

財 政 調 整 基 金 2億9613万円 ▲75万円

減 債 基 金 9149万円 0万円

公共施設等整備基金 1億3011万円 0万円

人 材 養 成 基 金 1540万円 0万円

ス ポ ー ツ 振 興 基 金 3299万円 0万円

地 域 福 祉 基 金 1億2106万円 0万円

国民健康保険給付基金 1億7889万円 45万円

介護給付費準備基金 2億690万円 0万円
財 産 区 基 金
（高畠・二井宿・屋代・和田）

1億5149万円 410万円

そ の 他 5億1130万円 0万円

合　　　　　計 17億3576万円 380万円

町 有 財 産 の 状 況
（平成 22年３月末現在高との比較）

区　　　　　分 ９月末現在高 増　　減

土 地 23,645,955㎡ 0㎡　

建 物 95,823㎡ 0㎡　

有 価 証 券 489万円 0万円

出 資 に よ る 権 利 2億2130万円 0万円

265,224 402,229

283,428

207,781

133,816

91,749
74,741

32,815

70,072

18,481

136,417

75,898

0

87,976

174,653

55,982

115,146

54,171

111,634

41,303

101,213

59,544

89,142

40,140
33,258

12,012

92,719

45,311

そ
の
他
（
48.9
％
）

農
林
水
産
業
費
（
36.1
％
）

教
育
費
（
45.0
％
）

衛
生
費
（
58.8
％
）

土
木
費
（
37.0
％
）

公
債
費
（
47.0
％
）

総
務
費
（
32.1
％
）

民
生
費
（
33.2
％
）
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広告

住宅・車庫等を取り壊したときの手続きをなさいましたか！住宅・車庫等を取り壊したときの手続きをなさいましたか！住宅・車庫等を取り壊したときの手続きをなさいましたか！

　１回あたりの納税額だけ
3 3

を比較す
ると特別徴収の方が普通徴収よりも
少なくなります。
特別徴収　普通徴収
7,000 円－ 21,000 円＝△ 14,000 円

高畠町は個人住民税の特別徴収を推進しています高畠町は個人住民税の特別徴収を推進しています

特別徴収をすると、納税の負担感が軽減します！

～　従業員の個人住民税の特別徴収を実施していない事業主の方へ　～
　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険金のうち、相続税
の課税対象となった部分については、所得税の課税対象にならないと
する最高裁判所の判決がありました。そこで、このような年金に係る
税務上の取扱いを改めることとしましたので、お知らせします。これ
により、平成 17 年分から平成 21 年分までの各年分について所得税
が納めすぎとなっている方につきましては、その納めすぎとなってい
る所得税が還付となります。
　お手数をお掛けしますが、必要なお手続き（更正の請求または確定
申告など）をしていただきますようお願いいたします。
　この取扱いの変更の対象となる方や所得税の還付のお手続きについ
ては、国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】をご覧いただくか、最
寄りの税務署にお問い合わせください。
※平成 17 年分について、早い方は平成 22 年 12 月末が還付できる期
　限となりますので、お早目のお手続きをお願いします。
※受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象となる場
　合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生じなかった方も対象とな
　ります。

▶問合せ先／米沢税務署　☎　22６３２０

◆◆  町から通知した住民税額を、毎月の給与から徴収する
◆◆  徴収額を、徴収した翌月 10日までに町に納入する
◆◆  従業員の就職・退職があれば町に連絡する

　地方税法および各市町村の条例の規定により、給与を支払う事業者は、原則としてすべて
特別徴収義務者として住民税を特別徴収していただくことになっています。

事業主の方に行ってもらうのは主に３つ

　個人住民税の特別徴収とは、給与支払者（事業主）が、所得税の源泉徴収
と同様に、毎月の従業員に支払う給与から住民税（町民税＋県民税）を徴収
（天引き）し、納税義務者である各従業員に代わって、一括して市町村に納
入していただく制度です。

▶問合せ先／町税務課住民税係
☎52４４７７

　従業員一人ひとりが金融機関に住民税を納めに行くなどの
納付の手間や納め忘れが無く、１年分の税額を 12 回に分ける
ので、一人ひとり納付書で納める場合（４回）より、１回あ
たりの納税額が少なくなります。

≪イメージ≫
（夫婦と子供２人の世帯で、給与収入が400万円、
　個人住民税 84,000 円とした場合）

※平成 22 年分給与支払報告書（個人別明細書）を提出（平成 23 年１月 31 日期限）の際
に、総括表に「特別徴収に切替」と朱書きで明記して提出すると、平成 23 年度６月分か
ら特別徴収に切替わります。特別徴収専用の総括表もあります。

まだ実施していない事業主の方は、納税者（＝従業員）の利便性向上のため設けられた制度ですので、

ご理解と個人住民税の特別徴収を実施していただけるようお願いいたします。

税務署からのお知らせ
～相続または贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に

基づく年金の税務上の取扱いの変更について～

　毎年１月１日現在で町に所在する家屋には、固定資産税および都市計画税（都市計画区域のみ）が課税さ
れていますが、平成 22 年 12 月 31 日までに、家屋の全部や一部を取り壊したり、取り壊しを予定している
方は、山形地方法務局米沢支局に「建物の滅失登記」をしていただくか、町税務課に「建物取壊届」を提出
してください。
　取り壊した家屋については、平成 22 年度の固定資産税および都市計画税が課税されますが、平成 23 年
度からは課税されません。しかし、家屋を取り壊した届出がないと、町では取り壊したことを把握すること
ができずに、誤って課税する原因となります。
　特に、未登記の家屋を取り壊した方、年内に建物の滅失登記が済まない方は、必ず届出を行ってください。
届出の用紙（建物取壊届）は、町税務課の窓口に用意してあります。

【届出をする事項】【届出をする事項】
①　取り壊した月日（予定月日）①　取り壊した月日（予定月日）
②　取り壊した家屋の場所（所在地）②　取り壊した家屋の場所（所在地）
③　取り壊した床面積③　取り壊した床面積
④　取り壊した家屋の所有者氏名④　取り壊した家屋の所有者氏名
（代理人でも届出ができます。）（代理人でも届出ができます。）

　建物取壊届の届出があった場合、後日現地を確認させて
いただきます。
　本年の雪害等により全壊または半壊してしまった家屋
や、これ以外の理由で取り壊しをなさった家屋があるとき
は、速やかに届出を行ってください。
　皆さまのご協力をお願いいたします。
▶問合せ先／町税務課資産税係　☎52２０７８

　介護保険の要介護認定を受けている
方で、一定の基準に合う場合、税の障
害者控除が受けられます。該当するか
どうかは、その方によって異なります
ので、お問い合わせください。
　該当される場合、申請により「障害
者控除対象者認定証」を発行しますの
で、税の申告に間に合うよう早めに申
請をお願いします。
　
※昨年までに「認定証」の交付を受
　けている方は、今年も引き続き使用
　することができます。

▶問合せ先／町国保介護課介護保険係
☎52１２８８

税の障害者控除が税の障害者控除が
受けられます受けられます

❖ 商工観光課事務室移動のお知らせ商工観光課事務室移動のお知らせ❖

1 1月 2 2日㈪から役場商工観光
課の事務室が、庁舎２階東側
の農林課北側に移動いたしま
すので、お知らせします

個人住民税額　84,000 円

１期（６月）
　21,000 円

２期（８月）
　21,000 円

３期（10月）
　21,000 円

４期（12月）
　21,000 円

【普通徴収】 【特別徴収】

 １期（ ６月）7,000 円
 ２期（ ７月）7,000 円
 ３期（ ８月）7,000 円
 ４期（ ９月）7,000 円
 ５期（10 月）7,000 円
 ６期（11 月）7,000 円
 ７期（12 月）7,000 円
 ８期（ １月）7,000 円
 ９期（ ２月）7,000 円
10 期（ ３月）7,000 円
11 期（ ４月）7,000 円
12 期（ ５月）7,000 円
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しほ 薬 局
営業時間 AM9:00 ～ PM7:00

高畠町泉岡 426-1
（文化ホールまほら向い）

☎５２－４０８１
℻  ５２－４８８８

●処方せん調剤
●一般用医薬品
●漢方薬
●動物用医薬品

やきとり大吉高畠店　やきとり大吉高畠店　☎0238-52-5551☎0238-52-5551

◎４名様以上で、前日迄ご予約ください

忘・新年会の幹事さん必見忘・新年会の幹事さん必見！！
『大吉やきとり＆大吉サラダ＆大吉スープ＆大吉からあげ＆
  焼おにぎり＆漬物盛合＆バーアイス付き

飲み放題セットプラン』

☆3,000円（122分）コース

☆3,500円（155分）コース

お
知
ら
せ

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
を

使
用
す
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。

暖
房
器
具
等
を
使
用
す
る
際
は
、
事

前
の
整
備
・
点
検
を
行
い
安
全
に
使

用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
出
か
け

前
や
お
休
み
前
に
は
、
も
う
一
度
火

の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

《
冬
期
間
の
防
火
の
ポ
イ
ン
ト
》

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し

　

た
り
、
近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を

　

置
か
な
い
。

○
暖
房
器
具
に
給
油
す
る
時
は
、
必
ず

　

火
を
消
し
て
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
消
防
本
部
予
防
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
１
５
０
５

▼
日
時
／
①
営
業
・
不
動
産
関
係
12

　

月
８
日
㈬
14
時
〜
16
時
②
農
業
関

　

係
12
月
14
日
㈫
10
時
〜
12
時

▼
会
場
／
①
町
中
央
公
民
館
②
伝
国

　

の
杜（
米
沢
市
）

▼
内
容
／
所
得
税
法
等
の
改
正
点
、

　

決
算
・
消
費
税
の
計
算
の
仕
方
、

　

e
‐
Tax
等
に
つ
い
て

▼
持
ち
物
／
送
付
さ
れ
た
決
算
の
手

山形県最低賃金
１時間６４５円

　 この最低賃金は、県内で働くすべて
の労働者に適用されます。

▼問合せ先／山形労働局労働基準部賃
　金室　☎０２３（６２４）８２２４

暖
房
器
具
安
全
な
使
用

に
つ
い
て
の
お
願
い

青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
鹿
児
島
県

奄
美
地
方
の
大
雨
災
害
に
よ
り
被
災

さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
、
義
援
金
の

受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
／
11
月
30
日
ま
で

▼
受
付
・
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉

　

課
地
域
福
祉
係　

☎
52
３
５
６
４

（効力発生日：10月 29日）

調
理
師
業
務
従
事
者
届
の
お
知
ら
せ

　

調
理
師
法
で
は
、
飲
食
店
等
に
お

い
て
調
理
の
業
務
に
従
事
す
る
調
理

師
は
２
年
ご
と
に
就
業
地
の
都
道
府

県
知
事
に
調
理
師
業
務
従
事
者
届
を

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
調
理
師
／
学
校
、
病
院
、
事

　

業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
飲
食
店

　

な
ど
で
調
理
の
業
務
に
従
事
し
て

　

い
る
方

▼
届
出
期
限
／
平
成
23
年
１
月
15
日

▼
問
合
せ
先
／
最
寄
り
の
保
健
所
ま

　

た
は
県
保
健
薬
務
課

　
　
　

☎
０
２
３（
６
３
０
）２
３
２
９

　

http://w
w
w
.e-yam

agata.lg.jp/

　

年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
は
毎
年
大

変
混
み
あ
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
年
内
の
汲
み
取

り
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
12
月
20
日

㈪
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
こ

年
末
の
し
尿
く
み
と
り
申
込
み
は
お
早
め
に

れ
以
降
で
す
と
汲
み
取
り
が
正
月
明

け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
・
問
合
せ
先
／
南
陽
ク
リ
ー

　

ン
セ
ン
タ
ー
し
尿
汲
み
取
り
申
込

　

所　
　
　
　
　
　

☎
40
２
６
１
２

　

引
き
、
筆
記
用
具

▼
問
合
せ
先
／
米
沢
税
務
署
個
人
課

　

税
部
門　
　
　
　

☎
22
６
３
２
０

　

※
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
し
て

　

く
だ
さ
い
。

奄
美
地
方
大
雨
災
害
の
義
援

金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
標
準
営
業
約
款

制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費

者
（
利
用
者
）
擁

護
に
資
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
、
理

容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、

め
ん
類
飲
食
店
、
一
般
飲
食
店
で
は

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

標
準
営
業
約
款
制
度
Ｓ
マ
ー
ク
を
ご
存
じ
で
す
か

登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
を

約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

▼
問
合
せ
先
／
㈶
山
形
県
生
活
衛
生

　

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
２
３（
６
２
３
）４
３
２
３

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
選
定
し
て
、
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、

こ
れ
ら
の
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、

ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。
指
名
手
配
被
疑
者
の
ポ
ス
タ
ー

は
、
JR
高
畠
駅
、
道
の
駅
、
各
地
区

公
民
館
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
連
絡
・
問
合
せ
先
／

　

南
陽
警
察
署　
　

☎
50
０
１
１
０

　

高
畠
交
番　
　
　

☎
52
０
０
０
４
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12
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈲
県
南
設
備
工
業
☎
52
１
０
９
３

▼
㈱
萩
生
田
設
備　

☎
52
３
４
８
５

▼
桑
島
管
工
事
店　

☎
52
３
５
８
８

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
に
よ
る
、
住
ま
い
に
関
す

る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
16
日
㈭
13
時
30
分
〜

　
（
要
予
約
）

▼
場
所
／
置
賜
総
合
支
庁
５
０
３
会

　

議
室

▼
予
約
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
す
ま

　

い
情
報
セ
ン
タ
ー
置
賜
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
24
２
３
３
２

▼
日
時
／
12
月
８
日
㈬
９
時
〜
15
時

▼
場
所
／
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
／
米
沢
人
権
擁
護
委
員

　

協
議
会　

山
形
地
方
法
務
局
米
沢

　

支
局　
　
　
　
　

☎
22
２
１
４
８

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

▼
日
時
／
12
月
16
日
㈭
10
時
〜
17
時

▼
会
場
／
山
形
財
務
事
務
所（
山
形

　

市
緑
町
２
‐
15
‐
３
）

▼
予
約
締
切
／
12
月
９
日

▼
予
約
先
／
東
北
財
務
局
金
融
監
督

　

第
三
課

　
　

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

多
重
債
務
無
料
相
談
会

▼
日
時
／
11
月
30
日
㈫
13
時
30
分
〜
16
時

▼
対
象
／
現
在
、
仕
事
を
探
し
て
い

　

る
方
で
職
業
相
談
と
併
せ
て
各
種

　

生
活
支
援
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
米
沢　
　
　
　

☎
22
８
１
５
５

求
職
中
の
方
向
け
の
職
業

相
談
と
各
種
支
援
相
談
会

相　
　

談

▼
相
談
日
／
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭

　

日
を
除
く
）
９
時
〜
17
時

▼
場
所
／
山
形
市
香
澄
町
３
‐
１
‐

　

７　

朝
日
生
命
ビ
ル
２
階

▼
相
談
・
問
合
せ
先
／
山
形
自
動
車

　

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３（
６
３
３
）０
５
８
９

無
料
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈭
９
時
30
分
〜

　

16
時
30
分

▼
場
所
／
町
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

▼
対
象
／
15
歳
〜
40
歳
く
ら
い
ま
で

　

の
方
で
学
校
や
仕
事
の
こ
と
で
悩

　

み
を
抱
え
て
い
る
方
、
そ
の
家
族

　

の
方

置
賜
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
会

　　　　　　　　

ダム完成 30 周年白川ダムパネル展

童謡など日本の歌をうたいませんか

▼日時／ 12月18日㈯14 時～

▼場所／ひろすけホール

▼会費／１回300円（資料代）

▼問合せ先／楽しく歌う会　八巻
　☎52 3263

道の駅たかはた　12 月の展示

　白川ダム 30 年のあゆみを写真やパネル
で紹介

▼期間／ 12 月 16 日㈭～ 21 日㈫
　９時～ 17 時（21 日は 12 時まで）

▼問合せ先／道の駅たかはた☎52 5433

講　
　

座

12
月
介
護
講
座
の
ご
案
内

▼
期
日
／
①
12
月
１
日
㈬
②
８
日
㈬

ひ
ろ
す
け
講
座
を
開
催
し
ま
す

▼
期
日
／
①
12
月
４
日
㈯
②
１
月
15

　

日
㈯
③
２
月
19
日
㈯

▼
時
間
／
13
時
30
分
〜

▼
テ
ー
マ
／
①
最
近
の
浜
田
広
介
論

　

の
紹
介
②
浜
田
広
介
疎
開
の
頃
‐

　

妻
宛
、
郷
里
の
人
宛
書
簡
か
ら
③

　

浜
田
広
介
と
小
林
正
そ
の
文
学
的

　

系
譜

▼
申
込
締
切
／
12
月
１
日

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館
ひ

　

ろ
す
け
会
事
務
局
☎
52
３
８
３
８

▼
問
合
せ
先
／
特
定
非
営
利
活
動
法

　

人
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優　

☎
38
６
３
５
５

　

http://w
w
w
.w
ith-yu.net/

試　
　

験

平
成
23
年
度
東
北
地
区
国
立

大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

▼
受
験
資
格
／
昭
和
57
年
４
月
２
日

　

以
降
に
生
れ
た
者

▼
受
付
期
間
／
４
月
１
日
〜
８
日

▼
第
１
次
試
験
日
／
５
月
15
日
㈰

▼
問
合
せ
先
／
東
北
地
区
国
立
大
学

　

法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

　

会
採
用
試
験
事
務
室

　
　

☎
０
２
２（
２
１
７
）５
６
７
６

　

http://w
w
w
.bureau.tohoku.ac

   .jp/shiken/

　

置
賜
の
元
気
な
若
者
が
大
集
合
し

ま
す
。
若
者
が
力
を
発
揮
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
夢
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
若
者
た
ち
と
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
12
時
12
日
㈰
13
時
〜

▼
会
場
／
伝
国
の
杜

▼
内
容
／
高
校
生
等
の
活
動
発
表
、

　

ト
ー
ク
バ
ト
ル
、
展
示
、
高
校
生

　

が
開
発
し
た
ス
イ
ー
ツ
・
映
画　

　
「
ヲ
ノ
グ
ァ
ワ
」
グ
ッ
ズ
・「
南
陽

　

宣
隊
ア
ル
カ
デ
ィ
オ
ン
」
グ
ッ
ズ

　

の
販
売
ほ
か

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
総
合
支
庁
地
域

　

振
興
課　
　
　
　

☎
26
２
２
３
０

催　
　

し

▼
日
時
／
12
月
10
日
㈮
18
時
〜
、
11

　

日
㈯
15
時
30
分
〜

▼
場
所
／
山
形
市
中
央
公
民
館

▼
料
金
／
前
売
り
３
５
０
円
、
当
日

　

３
０
０
円　

高
校
生
以
下
無
料

▼
問
合
せ
先
／
山
形
大
学
模
擬
裁
判

　

実
行
委
員
会　

小
山　
　
　
　
　

　

☎
０
９
０（
１
９
３
３
）４
５
３
４

　

http://m
ogisai.net/

山

形

大

学

模

擬

裁

判

実

行

委

員

会

第
38
回
公
演
〜
妻
を
握
る
手　

老
老
介
護
〜

募　
　

集

第
三
回
こ
ど
も
ゆ
き
み
ら
い

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
作
品
募
集

　
「
雪
と
み
ら
い
の
私
」を
テ
ー
マ
に

小
学
生
の
絵
画
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切
／
平
成
23
年
２
月
１
日

▼
応
募
作
品
／
画
用
紙
四
つ
切
サ
イ

　

ズ　

絵
の
具
、ク
レ
ヨ
ン
、色
鉛
筆

　

な
ど（
油
絵
、張
り
絵
除
く
）

▼
応
募
・
問
合
せ
先
／
や
ま
が
た
ゆ

　

き
み
ら
い
推
進
機
構
事
務
局（
村

　

山
総
合
支
庁
北
村
山
総
務
課
）　

　
　
　
　

☎
０
２
３
７
47
８
６
１
４

置
賜
発
！
若
者
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
〜
つ
な
が
れ
、
広
が
れ
、
若
者
の
熱
い
思
い
〜

　

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
を
総
称
し
た
強
制
保
険
で
、
ア
ル

バ
イ
ト
・
従
業
員
・
正
社
員
を
問
わ

ず
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
山
形
労
働
局
労
働
保

　

険
徴
収
室

　
　

☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
５

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
済
で
す
か

　

12
月
７
日
㈫
は
燻
蒸
作
業
の
た
め

休
館
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
浜
田
広
介
記
念
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
３
８
３
８

浜
田
広
介
記
念
館
休
館
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

▼
募
集
学
生
／
○
全
科
履
修
生
○
選

　

科
履
修
生
○
科
目
履
修
生

▼
募
集
締
切
／
平
成
23
年
２
月
28
日

　

平
成
23
・
24
年
度
に
行
う
①
建
設

工
事
、
②
設
計
、
測
量
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
お
よ
び
、
平
成
23
・
24
・
25
年

度
に
行
う
③
物
品
納
入
お
よ
び
役
務

提
供
の
登
録
申
請
を
受
付
け
ま
す
。

※
定
期
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
、
登

録
を
希
望
す
る
全
て
の
方
に
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間
／
①
②
平
成
23
年
２
月

　

１
日
㈫
〜
２
月
18
日
㈮
③
平
成
23

　

年
１
月
17
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈮

▼
申
請
・
問
合
せ
先
／
置
賜
広
域
行

　

政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
３
２
４
６

   http://w
w
w
.okikou.or.jp/

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
指
名
競
争

入
札
参
加
登
録
定
期
申
請
の
受
付

▼
訓
練
期
間
／
平
成
23
年
１
月
６
日

　

〜
６
月
30
日

▼
募
集
科
／
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ
ル　

　

ワ
ー
ク
科
、
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

▼
申
込
締
切
／
12
月
９
日

▼
問
合
せ
先
／
雇
用
・
能
力
開
発
機

　

構
山
形
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
８
６
）２
０
１
６

　

http://w
w
w
.ehdo.go.jp/　

　

　

yam
agata/

離
職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練
１
月
生
募
集

　

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

　

督
署
・
公
共
職
業
安
定
所

▼
大
学
説
明
会
／
12
月
５
日
㈰
13
時
〜

　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
／
放
送
大
学
山
形
学
習

　

セ
ン
タ
ー　

　
　

☎
０
２
３（
６
４
６
）８
８
３
６

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/

主催／農業者等との意見交換会実行委員会
　　　高畠町農業委員会
日時／ 12 月 10 日㈮ 15 時～ 17 時
場所／ＪＡたかはた支店　ハピネス
内容／テーマ別に課題等について意見交換　
　　　会を行います。
テーマ／⑴個別所得補償制度について
　　　　⑵耕作放棄地対策について
　　　　⑶鳥獣被害対策について
参加対象者／農業者・行政・ＪＡ関係者・　
　　　　　　消費者等

　◇どなたでも参加できます！◇
▶参加申込み・問合せ先／町農業委員会
                 事務局  石川　☎52４４７９

“農業者等との意見交換会”
を開催します。ぜひ、ご参加ください！

　

③
15
日
㈬

▼
時
間
／
①
９
時
30
分
〜
②
③
13
時
〜

▼
内
容
／
①
高
齢
者
向
け
料
理
講
座
②

　

在
宅
介
護
に
役
立
つ
医
学
の
予
備
知

　

識
③
効
果
あ
る
？
認
知
症
予
防

▼
場
所
・
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山

　

形
県
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
２
７
）７
４
３
１

　

http://w
w
w
.ym
gt-shakyo.or.

　

jp/
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発
行
／
山
形
県
高
畠
町　

編
集
／
高
畠
町
企
画
財
政
課　

発
行
部
数
／
７
、
７
０
０
部　
　

印
刷
／
㈲
寄
清
堂
印
刷

12月の相談12月の相談

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

悩まず、迷わず、まず相談!!
相　談　名 内　　容 相談日・曜日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日　１日
８日、15日、22日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
１日、15日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
８日、15日 13：00～15：00

法 律
( 予 約 制 ） 各 種 法 律 相 談 第４水曜日

22日 13：30～15：30

教 育
( 予 約 制 ）

子育て・学校生活
上の心配ごと等 随時 教育委員会教育総務課

☎（52）4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 ６日㈪  9：00～12：00 役場農業委員会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

物 忘 れ 認知症高齢者の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター（ げ ん き 館 内 ）

地域包括支援センター
☎（52）4495

食事・運動相談
（予約制）

食事や運動など
健康に関する相談

第１・３木曜日
２日、16日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康福祉課健康増進係

☎（52）5045
障 が い 者（児）
支 援 相 談

身体・知的・精神障
がいに関する相談

第２火曜日
14日

10：00～15：00
（受付14：00まで） 総合交流プラザ2階 健康福祉課障害者福祉係

☎（52）4473
女 性 健 康
(予約制）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等

毎週火曜日　７日、
14日、21日、28日 13：00～14：00 置賜保健所相談室 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205
こころの健康
(予約制） うつ等、心に関する健康 第２木曜日

９日 14:30～ 置 賜 保 健 所 置賜保健所地域保健予防課
☎（22）3015

２６日
11月の太陽館ふろの日は…

しょうが湯しょうが湯

冷えでお困りの方……
　太陽館温泉＋ジンジャーパワーで
　　　　　　　　　　　＝ポカポカ持続！
　ぜひお試しください。しょうがのさわやか
な香りも楽しんでください。

【
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

▼
高
畠
町
商
工
会
建
設
部
会　

　

福
祉
の
た
め
に　

５
、７
１
８
円

▼
直
江
ダ
ン
ス
教
室　

直
江
虎
雄

　

直
江
ダ
ン
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン

　

ス
交
流
会
益
金
２
０
、０
０
０
円

▼
㈲
永
和
軒　

会
長
加
藤
栄
治

　

和
田
小
学
校
へ
１
０
、０
０
０
円

▼
近
野
千
香
子

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
へ
衣
類
17
点

▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
会

　

糠
野
目
小
学
校
へ　
　

図
書
１
冊

▼
匿
名　

　

福
祉
の
た
め
に
１
０
、０
０
０
円

▼
匿
名　

　

福
祉
の
た
め
に
１
０
、０
０
０
円

▼
匿
名　

　

福
祉
の
た
め
に　

５
、２
０
０
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　

５
、０
０
０
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　

５
、０
０
０
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　

３
、０
０
０
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　
　

タ
オ
ル
63
枚

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
高
畠
町
役
場
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

　

ラ
ブ　
　
　
　

３
８
、３
６
３
円

▼
上
野
美
恵
子（
東
京
都
）　

　

80
円
切
手
50
枚
、
50
円
切
手
1
枚

▼
匿
名　
　
　
　

１
０
、０
０
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　

２
、４
５
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

梨
２
箱

12月１日㈬～12月10日㈮

湯上りぽかぽか～！

発生件数（増減） 死者数（増減） 負傷者数（増減）
高畠町 104（＋２） １（△１） 132（　 0）
南陽市 133（△27） ３（＋２） 165（△56）
　　　　　※増減は前年同時期との比較です

平成22年10月31日現在の交通事故発生状況

《年末の交通安全県民運動》

運動の重点
１.　飲酒運転の撲滅
２.　高齢者の交通事故防止
３.　５分早目の行動で冬道の交通事故防止
４.　全ての座席のシートベルトとチャイルド
　　 シートの正しい着用の徹底
５．　道路横断時・交差点における交通事故防止

※高畠町内では、高齢者のバイク事故が多発して
います！バイクの運転は、ヘルメットを正しく着
用し、無理せずに安全運転を心がけましょう。


